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はしがき 

 

本書は、CLUSTERPRO MC StorageSaver 1.2 for Linux（以後 StorageSaverと記載します) 

による ディスク装置監視の基本的な動作について説明したものです。 

 

（１） 本書は以下のオペレーティングシステムに対応します。 

 

 

vSphere 5.0、5.1 および 5.5 の仮想OS として動作する下記のOS 

Red Hat Enterprise Linux 5.0～5.10 

Red Hat Enterprise Linux 6.0～6.5 

Novell SUSE Linux Enterprise Server 11 

Oracle Enterprise Linux 5.8 

Oracle Linux 6.2～6.4 

 

（２） 商標および商標登録 

✓ Red Hatは、米国およびその他の国におけるRed Hat,Inc.の登録商標または商標です。 

✓ SUSEは、米国およびその他の国におけるNovell, Inc.の登録商標または商標です。 

✓ Linux は、Linus Torvalds氏の米国およびその他の国における、登録商標または 

商標です。 

✓ Oracleは、Oracleやその関連会社の米国およびその他の国における、商標または 

登録商標です。 

✓ EMC、Symmetrix DMX、Symmetrix VMAX、CLARiX、VNX は EMC Corporation の商標または 

登録商標です。 

✓ VMware、VMware vSphere、ESXi は、VMware,Inc.の米国および各国での商標または 

登録商標です。 

✓ その他、本書に登場する会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

✓ なお、本書ではⓇ、TMマークを明記しておりません。 

 

（３） 参考ドキュメント 

・ 『CLUSTERPRO MC StorageSaver 導入ガイド』 

・ 『CLUSTERPRO MC StorageSaver 1.2 for Linux リリースメモ』 
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1. 製品の概要 

1.1. 製品概要について 

本製品には以下の機能があります。 

 

 仮想OSでの物理パスのリソース監視機能 

vSphere ESXi 上の仮想OSから、ESXi ホストに接続されているFC接続による物理 I/Oパス（以後物理パ

スと記載します）の監視を実現します。 

仮想OS上から物理パスの状態を確認するために、VMware社が提供する 

vSphere CLI（以後 CLI と記載します）を使用し物理パス情報を取得します。 

 

 仮想OSでの物理パスの自動閉塞機能 

異常が検出された物理パスの閉塞をCLIを使用し、ESXi ホストに指示します。 

 

注意：閉塞機能は、FC 接続された物理パスに対してのみ有効です。 

 

 クラスタウェア連携機能 

仮想 OS が使用するディスク装置へのすべてのインターフェース機構の異常により、ユーザーデータへのア

クセスができなくなると、クラスタウェアと連携し、パッケージの移動やノード切り替えにより業務の継続的な

運用を実現します。 

 

注意：本機能は、クラスタウェアが導入されたクラスタシステムで使用可能です。 

 

 オンライン保守機能 

仮想OS 上からの物理パスの閉塞、復旧、一括復旧を実現します。 

これにより、障害が発生した際に、異常が検出された物理パスの特定化と保守員による 

システム無停止保守を可能とします。 

 

 運用管理機能 

物理パスの監視状態の表示や仮想 OS 上からの手動による閉塞といった運用管理機能をコマンド 

インタフェースで提供します。 

 

注意：閉塞機能は、FC 接続された物理パスに対してのみ有効です。 

 

 オートコンフィグレーション機能 

設定ファイルの自動生成機能です。 

ESXi ホストに FC 接続された物理パスを監視対象として設定ファイルを作成します。 

 

 プロセス監視機能 

本製品で提供するデーモンプロセスやリソース監視コマンドの動作状態を監視し、異常を検出 

すると自動的に再起動します。これにより、継続的なリソース監視を実現します。 



 
 

 2 
 
 

 

1.2. 製品の構成について 

（１） StorageSaverは、下記のコンポーネントにより構成されます。 

 

(a) StorageSaver 

仮想環境用物理パスのリソース監視の運用管理を行う機能です。 

下記のデーモンプロセスおよびコマンドにより構成されます。 

・  srgd (1M) リソース監視デーモン 

・  srgping (1M) リソース監視モニタ 

・  srgvping (1M) リソース監視モニタ（vSphere環境用） 

・  srgadmin (1M) 運用管理コマンド 

・  srgquery (1M) 設定ファイル生成コマンド 

・  srgconfig (1M) 設定ファイル確認コマンド 

・  srgstat (1M) クラスタウェア連携用コマンド 

・  srgwatch (1M) プロセス監視デーモン 

・  srgextend (1M) 手動復旧コマンド 

・  srgreduce (1M) 手動閉塞コマンド 

・  srgrecover (1M) 構成復旧コマンド 

・  hauserctrl(1M) ユーザ管理コマンド 

 

下記のディレクトリを使用します。 

・  実行形式ディレクトリ /opt/HA/SrG/bin 

・  実行形式ディレクトリ /opt/HA/SrG/local/bin 

・  設定ファイル管理ディレクトリ /var/opt/HA/SrG/conf 

・  ログ管理ディレクトリ /var/opt/HA/SrG/log 

・  内部管理用ディレクトリ /var/opt/HA/SrG/local/conf 

・  rcファイル格納ディレクトリ 【Red Hat Enterprise Linux 5.x】 

【Red Hat Enterprise Linux 6.x】 

【Oracle Enterprise Linux 5.x】 

【Oracle Linux 6.x】 
/etc/init.d 
/etc/rc.d/rc0.d 
/etc/rc.d/rc1.d 
/etc/rc.d/rc2.d 
/etc/rc.d/rc3.d 
/etc/rc.d/rc4.d 
/etc/rc.d/rc5.d 
/etc/rc.d/rc6.d 
 

【Novell SUSE Linux Enterprise Server 11】 
/etc/init.d 
/etc/rc.d/rc3.d 
/etc/rc.d/rc5.d 
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1.3. 製品導入に関する注意 

本製品は、HW 構成、SW 構成、運用環境によってはご利用いただける機能が制約される場合があります。 

導入にあたっては、十分な検証を実施してください。 

 

（１） HW 構成的なサポート範囲は下記のとおりです。 

インターフェース 

- vSphere ESXi が推奨（対応）している接続方法 

 

ディスク装置 

- vSphere ESXi  がサポート対象としているかつ、NEC が正式販売している 

ディスク装置が対象となります。 

 

2014 年 4 月時点でサポート済みのディスクアレイ装置は以下の通りです。 

・NEC 社製 iStorage 全シリーズ (ただし、E1シリーズは除きます) 

・EMC 社製 CLARiX シリーズ 

・EMC 社製 Symmetrix DMX シリーズ、Symmetrix VMAX シリーズ 

・EMC 社製 VNX シリーズ 

 

個別対応のディスク装置や上記以外のディスク装置を接続、監視する場合は、 

開発部門までお問い合わせください。 

 

（２） SW 構成的なサポート範囲は下記のとおりです。 

ボリューム管理 

- LVM 

 

個別対応の I/O パス管理製品を使用する場合は、開発部門までお問い合わせください。 

 

注意：LVMを構成しないディスク（/dev/sda 等）も監視可能です 
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2. 製品の機能 

2.1. ディスク装置のリソース監視手順 

仮想 OS が使用するディスク（LUN）の物理パスに対して定期的に ESXi ホストからの 

情報を取得することで物理パスの障害を早期に検出します。 

また、仮想ディスクに対して定期的に TestI/O（READ） を発行することで、仮想ディスクの問題を早期に検出 

します。 

障害状況をリポートし、障害の波及を防止するために物理パスの自動閉塞やノード切り替え等の 

コンフィグレーションで規定されたアクションを実行します。 

 

物理パスの監視対象となる検査項目は下記のとおりです。 

- ESXi ホストに接続されている物理パスの状態監視 

 

仮想ディスクへのTestI/O の監視対象となる検査項目は下記のとおりです。 

- 仮想ディスクの死活監視 

- I/O リクエストのストール監視 

 

仮想ディスクへのTestI/O（READ） は、設定ファイルに定義されたデバイス（スペシャルファイル）に対して 

直接 readを発行します。 

 

注意：StorageSaverは内部で以下のパッケージを利用します。 

 
sg3_utils Utils for Linux's SCSI generic driver devices + raw devices 

 

本パッケージがインストールされていない場合、事前にインストールしてください。 
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（１） 対象となるディスク装置 

vSphere ESXi  がサポート対象としているかつ、NEC が正式販売しているディスク装置 

が対象となります。 

 

（２） 物理パスおよび仮想ディスクのリソース監視手順 

1. ESXi ホストから物理パスの状態情報を取得します。 

2. 仮想ディスクに対して TestI/O (READ) を発行します。 

 

（３） TestI/O による監視項目について 

- 仮想ディスクの死活監視 

- I/O リクエストのストール監視 

（注）ディスク装置のメディアエラーは検出できません。 

 

（４） 監視対象となるリソースについて 

設定ファイルに登録された ESXi ホスト上の物理パスが状態監視の対象となります。 

設定ファイルに登録された仮想ディスクがTestI/O の対象となります。 

下記のように監視対象から切り離されている物理パスおよび仮想ディスクは監視対象とはなりません。 

 

- 閉塞状態、障害状態の物理パス 

- オンライン保守実施中の物理パス 

- 接続できない仮想ディスク 

※ 仮想ディスクが保存されている物理ディスクの全物理パスが異常もしくは閉塞状態 

 

（５） 物理パスに対する監視の 実行手順について 

物理パスの障害を検出するために、ESXi ホストから物理パスの情報取得をします。 

正常に物理パスの情報取得できれば、デフォルト 20秒間隔でESXi ホストからの物理パスの情報 

取得を繰り返します。 

正常に物理パスの情報取得ができない場合は、デフォルト 3 回リトライし、それ以上失敗した場合は、次回

の物理パスの情報取得タイミングまで待機します。 

 

（６） 仮想ディスクに対する TestI/O 実行手順について 

仮想ディスクの障害を検出するために TestI/O を実行します。 

仮想ディスクが正常応答すれば、デフォルト 20秒間隔で TestI/O を繰り返します。 

仮想ディスクが正常応答しない場合は、デフォルト 180秒の間 TestI/O を継続実行し 

このリトライ時間以内に復旧しなければ、仮想ディスクを障害状態として扱い TestI/O を終了します。 

 

注意：仮想 OS では、仮想ディスクに対するTestUnitReady commandの発行では正しく状態を取得

できない場合があるため、仮想ディスクへの TestI/O は、設定ファイルに定義されたデバイス

（スペシャルファイル）に対して直接 readを発行します。 
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（７） 物理パスおよび仮想ディスクの死活管理について 

 

物理パスレベルのステータスとしてESXi ホストから取得した物理パスの状態をレポートします。 

- UP 

物理パスが正常に動作している状態です。 

- DOWN 

物理パスが異常であり、利用不可な状態です。 

 

仮想ディスクレベルのステータスとしてTestI/O の実行を以下の状態でレポートします。 

- UP 

TestI/O が正常終了し仮想ディスクが正常に動作している状態です。 

- DOWN 

TestI/Oが異常終了し仮想ディスクが利用不可な状態です。 

 

VG レベルのステータスとして以下の状態をレポートします。 

- UP 

VG が正常に動作している状態です。 

- SUSPEND 

VG を構成する片系の仮想ディスクに異常を検出した状態です。 

- DOWN 

VG に異常があり、利用不可な状態です。 

 

仮想ディスクレベルの組み込み状態を示すOnline status として、以下の状態をレポートします。 

- extended 

仮想ディスクが正常（監視対象）状態です。 

- reduced 

仮想ディスクが異常（監視対象外）状態です。 

- unknown、alive 

仮想ディスクの状態が不明です。 

 

物理パスレベルの組み込み状態を示すOnline status として、以下の状態をレポートします。 

- extended 

物理パスが正常状態です。 

- reduced 

物理パスが閉塞状態です。 

- unknown、alive 

物理パスの状態が不明です。 
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2.2. リソース監視で異常を検出すると 

物理パス監視および仮想ディスクへの TestI/Oで 異常を検出すると、コンフィグレーションで 

指定されたオペレーションを実行します。 

 

物理パス監視で検査できる監視項目は下記の通りです。 

- 物理パスの状態監視で異常を検出 

 

TestI/O で検査できる監視項目は下記のとおりです。 

 

- Test I/O リクエストのストール状態を検出 

- 仮想ディスク へのアクセス不可を検出 

 

（１） 物理パスの状態監視で異常を検出 

物理パスの状態が一定期間、異常であった場合、以下のオペレーションを選択できます。 

 

- 物理パスを閉塞する 

- 物理パスを閉塞しない 

  

（２） 仮想ディスクへの I/O（READ）リクエストのストールを検出 

I/O リクエストが I/O ストール監視時間（デフォルト 360秒）以内に終了しない場合 

以下のオペレーションを選択できます。 

 

- ノードを切り替える  

- ノードを切り替えない 

 

 

（３） 仮想ディスクへの I/O（READ）でアクセス不可を検出 

I/O（READ）で異常応答を検出した場合、以下のオペレーションを選択できます。 

 

- ノードを切り替える  

- ノードを切り替えない 

 

 

発生要因として以下の障害が考えられます。 

- すべての物理パス（全経路）で障害を検出 

→ ハード的な要因 

・ 全 FC スイッチ障害 

・ 全 FC カード障害 

・ 全 SCSI カード障害 

・ ディスク装置本体の故障 

→ ソフト的な要因 

・ ESXi ホストでの構成変更 

   データストアの削除や仮想ディスクの削除など 
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2.3. アクションの定義について 

 

（１）  物理パスの状態監視で異常を検出した場合、下記のアクションを指定できます。 

 

- 異常時アクションを行わない。 

- 物理パスを自動閉塞する 

 

① アクションを選択しない場合 

アクションを選択しない場合でも、syslog ファイルに障害メッセージを出力します。 

 

② 物理パスを自動閉塞する 

物理パスでリンクダウンが断続的に発生すると物理パスの切り替えが 

多発し、ユーザ I/O のリトライにより I/O遅延が発生します。 

この機能はリンクダウン等の障害を検出した物理パスを速やかにESXi ホストから 

切り離すことで、正常な物理パスでの運用に切り替えます。 

 

（２）  TestI/O（READ）で異常を検出した場合、下記のアクションを指定できます。 

 

- 異常時アクションを行わない。 

- ノードを切り替える（クラスタウェア連動） 

 

① アクションを選択しない場合 

アクションを選択しない場合でも、syslog ファイルに障害メッセージを出力します。 

 

② ノードを切り替える 

この機能は、物理的な障害（FC カードやスイッチ等の二重故障）で仮想ディスクが利用できなくなり、 

業務の続行が不可能な状況に陥った場合に実行中の業務を待機ノードに切り替えます。 

クラスタウェアにより構築されたクラスタシステムで利用可能です。 
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2.4. オンライン保守機能 

（１） オンライン保守機能の目的 

本製品は、ESXi ホストに接続されたディスク装置のオンライン保守を円滑に行うために 

専用のコマンドを提供します。 

 

（２） オンライン保守ユーティリティの機能 

本製品の提供する機能は以下の通りです。 

 

・ FC カード単位の一括閉塞機能 

FC カード単位で物理パスを一括閉塞することにより、他の仮想 OS からのディスク装置へのアクセスを 

一括してコントロールできます。 

閉塞を指示した仮想 OS 以外の仮想 OS の監視状況は、reduced（閉塞）となり、対象の 

物理パスの監視を停止します。 

※   閉塞した物理パスの監視を再開する場合は、関連のある（対象の物理パスを監視している） 

仮想 OS すべてで復旧処理をおこなう必要があります。 

 

・ FC カード単位の一括復旧機能 

閉塞した物理パスを FC カード単位で一括復旧します。 

 

・ 物理パス単位の閉塞機能 

物理パス単位で閉塞することにより他の仮想OS からのディスク装置へのアクセスを 

一括してコントロールできます。 

閉塞を指示した仮想 OS 以外の仮想 OS の監視状況は、reduced（閉塞）となり、対象の 

物理パスの監視を停止します。 

※   閉塞した物理パスの監視を再開する場合は、関連のある（対象の物理パスを監視している） 

仮想 OS すべてで復旧処理をおこなう必要があります。 

 

・ 物理パス単位の復旧機能 

閉塞した物理パスを物理パス単位で復旧します。 

 

・ 全物理パスおよび PV の構成復旧機能 

すべての物理パスに対して構成復旧を実行します。 

 

・ 状態表示機能 

物理パスの運用状態を 全デバイス、PV 単位で表示します。 
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2.5. クラスタウェアとの連携機能について 

本製品の提供するクラスタ連携機能を導入することで、クラスタウェアで構築した 

クラスタシステムで高速なノード切り替えが実現できます。 

 

以降、本製品ではクラスタウェア製品として、CLUSTERPROを例に説明します。 

 

本体系障害、すべてのインタフェースカード障害、すべての FC スイッチ障害において 

有効ですが、ノードを切り替える手段として以下の 3通りの手法があります。 

 

① CLUSTERPROのカスタムモニタリソースにクラスタウェア連携デーモン（srgstat）を 

登録する方式 

② CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス (clpnm) を強制終了し、ノードを切り替える方式 

③ システムメモリダンプを採取し、強制的にOSを停止し、ノードを切り替える方式 

 

具体的な連携の設定手順については、後述の ”5. CLUSTERPROとの連携” を参照してください。 
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3. 設定ファイル 

3.1. 本製品の導入 

（１） インストール 

 仮想 OS からの物理パス監視を行うには、StorageSaver のインストールが必要です。 

 

 RPMパッケージ名 

clusterpro-mc-ss-w.x.y-z.i386.rpm 

 

注意：w, x, y, z にはバージョン番号が入ります。 

機能強化があるとバージョン番号が更新されます。 

 

 インストール 

# rpm  -ivh  /mnt/cdrom/Linux/rpm/clusterpro-mc-ss-w.x.y-z.i386.rpm 

 

注意 ：  

 StorageSaver を使用する場合、sg3_utils がインストールされている 

必要があります。 

本パッケージがインストールされていない場合、事前にインストール 

してください。 

 Red Hat Enterprise Linux 6.x (64bit) のシステムに本製品を 

インストールする場合、事前に互換ライブラリ(glibc-x-y.el6.i686.rpm)が 

インストールされている必要があります。 

本パッケージがインストールされていない場合、事前にインストール 

してください。 

 仮想 OS からESXi ホストに対して、情報取得・制御を行うために 

下記のツールのインストールが必須となります。 

（インストール方法はVMware vSphere のマニュアルを参照してください。） 
- VMware vSphere CLI 

 

インストールが完了した場合以下のコマンドでインストールの確認を行ってください。 

# rpm  -qa  |  grep  clusterpro-mc-ss 
clusterpro-mc-ss-w.x.y-z 

 

 

 アンインストール 

# rpm  -e  clusterpro-mc-ss-w.x.y-z 

 

 

※インストール手順についての詳細は、『CLUSTERPRO MC StorageSaver 1.2 for Linux リリースメモ』 

をご覧ください。
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（２） セットアップ 

物理パスおよび、仮想ディスクを監視するには、設定ファイルの作成が必要です。 

設定ファイルは、/var/opt/HA/SrG/conf 配下に作成します。 

ファイル名は以下のとおりで、サンプルファイルを /var/opt/HA/SrG/conf/sample 配下に 

提供しています。 

 

- システム定義ファイル ( srg.config ) 

ノード一意で使用する 設定を定義したファイルです。 

 

- 仮想環境用システム定義ファイル ( srg_v.config ) 

仮想環境での動作を制御するパラメータを定義したファイルです。 

 

- 構成定義ファイル ( srg.map ) 

仮想 OS の論理構成を定義したファイルです。 

 

- リソース定義ファイル ( srg.rsc ) 

物理パスのリソース情報を定義したファイルです。 

 

設定ファイル自動生成コマンド /opt/HA/SrG/bin/srgquery(1M) を利用すると 

デバイス情報を検索し設定ファイルのテンプレートを自動生成できます。 

 

※ 仮想環境用システム定義ファイル（ srg_v.config ）は、設定ファイル自動生成コマンドでは作成 

されません。 

/opt/HA/SrG/bin/srgquery(1M) を実行する前に手動でサンプルファイルをコピーし、 

必要なパラメータを定義する必要があります。 

 

設定ファイルの定義方法についての詳細は、別紙 『はじめての StorageSaver（vSphere 対応版）』 を 

参照してください。 
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3.2. 設定ファイルの自動生成手順  

srgquery(1M) による設定ファイル自動生成の手順を説明します。 

 

（１） はじめに 

クラスタウェア のクラスタ環境構築（LVM のVGや LV、ソフトミラーの構築）が 

完了している場合には、srgquery(1M) により設定ファイルを自動生成することができます。 

特に、ソフトミラー構成を採用する場合は、LV の設定が完了していなければ 

ミラーを構成するPVの組み合わせを取得できません。 

 

また、クラスタウェアを利用しないシングルノードの場合でも LVM の VG や LV、 

ソフトミラーの構築を完了してから srgquery(1M) により設定ファイルを自動生成してください。 

 

なお、LVMを利用しないディスク構成の場合も srgquery(1M)により設定ファイルを自動生成可能です。 

この場合もディスク構成等の設定が完了している状態で実行してください。 

 

注意：本バージョンではソフトミラー構成の設定ファイル自動生成は非サポートです。 

 

（２） 仮想環境用システム定義ファイル（srg_v.config） の作成 

1. /var/opt/HA/SrG/conf/sample に保存されている srg_v.config を /var/opt/HA/SrG/conf/ に 

コピーしてください。 

 

2. 各パラメータを定義してください。 

下記は、必須項目です。 

- HOST_IP 

- LOCAL_IP 

- DATASTORE_NAME 

その他の項目は、デフォルトのままで問題ありません。 

 

（３） ユーザ情報ファイルの作成 

ユーザ情報ファイルは hauserctrl(1M) により自動的に作成されます。 

ESXi ホストへ接続するためのユーザ名、パスワードを指定して hauserctrl(1M) を実行してください。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/hauserctrl -a -u <ユーザ名> -p <パスワード> 

 

（４） 仮想 OS の VM 設定ファイル(VMXファイル)を取得 

1. vSphere Client を起動し、ESXi ホストに接続します。 

2. 画面左側のツリーから ESXi ホストを選択し、”構成” タブの “ストレージ” をクリックします。 

3. 表示されたデータストアの一覧から、srgquery(1M) を実行する仮想 OS の保存先データストアを 

選択した状態で右クリックし、“データストアの参照” を選択します。 

4. 画面左側のツリーから、srgquery(1M) を実行する仮想 OS を選択します。 

5. 画面右側に表示されているファイルの一覧から vmx のファイルを選択した状態で右クリックし、 

“ダウンロード” を選択します。 

6. ダウンロードしたファイルを、srgquery(1M) を実行する仮想 OS の /var/opt/HA/SrG/conf 配下に 

配置します。 
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（５） srgquery(1M) による設定ファイル自動生成 

設定ファイルは、srgquery(1M) により自動的に作成されます。 

 

・ 物理構成が FC 接続の仮想ディスクが対象 

# /opt/HA/SrG/bin/srgquery  -s  <格納ディレクトリ> 

 

（６） 設定ファイルの確認、適用手順 

設定ファイルを新規に作成、または変更した場合、srgconfig(1M) コマンドにより 

その妥当性および相関関係を確認した後にシステムに適用してください。 

 

設定ファイルを実行環境に適用した場合は、デーモンプロセスの再起動が必要です。 

 

1. 設定ファイルの妥当性の確認手順 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig –c -s <確認対象設定ファイルの格納ディレクトリ> 

 

注意：本バージョンでは srg.configファイルの妥当性チェック機能は非サポートです。 

次期バージョンでサポート予定です。 

 

2. 設定ファイル実行環境への適用手順 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig -a -s <確認対象設定ファイルの格納ディレクトリ> 

 

3. デーモンプロセスの再起動 

 

 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig –r 
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（７） 注意事項 

・ 設定ファイルのバックアップについて 

設定ファイル（/var/opt/HA/SrG/conf 配下）は、バックアップすることを 

お奨めします。再インストールする場合の復旧が容易となります。 

 

・ 設定ファイル更新時の注意 

接続されているディスクの構成や LVM の VG や PV 構成を変更した場合、 

また、監視ポリシーを変更した場合は、設定ファイルの再作成、デーモンプロセス再起動が必要です。 

なお、ディスクの追加、削除、変更をおこなった際は srgquery(1M) 実行前にかならず 

/var/opt/HA/SrG/conf 配下の vmx ファイルを更新してください。 

 

・ 設定ファイル自動生成のサポート構成について 

物理構成が FC 接続の I/O パスのみが自動生成の対象となります。 

なお、設定ファイル自動生成機能は設定ファイル作成の作業軽減のために設定ファイルの 

テンプレートを作成する機能であり、すべてのディスク構成をサポートしているわけではありません。 

したがって、構成によっては作成できない場合もあります。必ず作成された設定ファイルを確認し、 

実際の環境と差異がある場合には手動で修正してください。 

手動による設定手順は、別紙 『はじめての StorageSaver（vSphere 対応版）』を参照してください。 

 

また、本バージョンではソフトミラー構成の設定ファイル自動生成は非サポートです。 

 

・ 構成変更後の設定ファイル自動生成について 

仮想 OS が起動している状態でディスクの削除等をおこなった場合、VM 設定ファイル（VMX ファイ

ル）に削除したディスク情報が残り、設定ファイルが正しく作成されない場合があります。 

その場合、ESXi ホスト上の VM 設定ファイル（VMX ファイル）から、当該ディスク（scsiN:N.present 

の値が “FALSE” になっているディスク）に関する定義を全て削除した状態で仮想 OS を再起動し、修

正後の VM 設定ファイル（VMXファイル）を 

/var/opt/HA/SrG/conf 配下に配置後、再度 srgquery(1M)を実行してください。 
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3.3. 設定ファイルの記述 

（１） 設定ファイルについて 

設定ファイル名は以下のとおりです。 

 

/var/opt/HA/SrG/conf/srg.config 

 

 

以下に使用するキーワードを記述します。 

 

項目 説明 

 

TIME_VG_FAULT ボリュームグループの障害検出時間を指定します。 

各ボリュームグループ配下の仮想ディスクに対する TestI/O が 

失敗し始めてから VG リソースを異常と判定する時間を指定します。 

このパラメータはデフォルト値を使用することを推奨します。 

最小値は 30秒、デフォルト 60秒 

  

TIME_LINKDOWN 物理パスおよび仮想ディスクの障害検出時間を指定します。 

物理パスが異常になる、あるいは TestI/O(READ) が失敗し始めてから 

障害と判定するまでの時間を指定します。 

最小値は 30秒、デフォルト 180秒 

  

TIME_INQ_INTERVAL  物理パス監視および TestI/O（READ） の間隔を指定します。 

物理パスの情報取得および TestI/O（READ）の間隔を指定します。 

障害検出時間を短縮したい場合は、本パラメータを調整してください。 

最小値は 10秒、デフォルト 20秒 

  

TIME_TUR_INTERVAL  仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

  
TIME_READ_INTERVAL 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 
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TESTIO_FAULT 
_ACTION 

物理パスおよび TestI/O 異常検出時のアクションを指定します。 

ACTION_NONE アクション指定なし。デフォルトです。 

syslog ファイルに障害情報を通知します。 

BLOCK_PATH 物理パスを自動閉塞します。 

障害が発生した物理パスの切り離しを 

行います。 

  

VG_FAULT_ACTION ボリュームグループ異常検出時のアクションを指定します。 

SERVICE_CMD_DISABLE アクション指定なし。デフォルトです。 

syslog ファイルに障害情報を通知します。 

SERVICE_CMD_ENABLE クラスタウェア連携用コマンド（srgstat）を使用

してクラスタウェアと連携することでノードを切

り替えます。 

CLPNM_KILL_ENABLE clpnm(1M) を 強制終了させます。 

CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス 

(clpnm) を強制終了することでノードを切り替

えます。 

TOC_EXEC システムメモリダンプを採取し、OS を強制停

止することでノードを切り替えます。 

POWER_OFF ソフトウェアwatchdogを利用し、OSを停止し

ます。 

RENS_REPORT_ENABLE 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

   

AUTO_RECOVERY 監視ステータス自動復旧の実行要否を指定します。 

障害発生時、故障箇所が障害状態から復旧したことをオペレータが確認した上

で監視ステータスを復旧して頂くため、本パラメータは DISABLE に設定する

ことを推奨しています。 

運用上オペレータによる確認が困難である場合は、本パラメータを ENABLE 

に設定することで自動復旧機能を利用することができます。 

ENABLE 自動復旧を行う。 

障害状態から復旧した物理パスを自動的に組

み込み、監視を再開します。 

DISABLE 自動復旧を行わない(デフォルト)。 

障害状態から復旧した場合にはオペレータに

よる確認、手動での復旧が必要です。 
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TESTIO_MODE TestI/O の発行方法を指定します。 

仮想環境 （vSphere） では、READ のみ実行できます。 

READ 以外を設定した場合でも、無条件で READ が実施されます。 

INQ － 

INQ_TUR － 

INQ_TUR_READ － 

DIRECT － 

READ システム定義ファイルに定義されたデバイス 

H/W パスに対応するスペシャルファイルに対

して直接 readを発行します。 

仮想環境 (仮想OS) で使用する場合は、この

値を指定します。 

   

TIO_MONITOR 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

デフォルトではコメントアウトされています。 

DISABLE － 

ENABLE － 

   

TIO_FILE_PATH 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

デフォルトではコメントアウトされています。 

  

TIO_FILE_SIZE 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

デフォルトではコメントアウトされています。 

   

 注意： 

・ CLUSTERPRO を導入し、クラスタを起動している場合は CLUSTERPRO による 

ソフトウェア watchdog を利用した OS 停止機能を優先するため、 

POWER_OFF 機能を利用することができません。 

同等の機能が CLUSTERPRO 側に実装されているので、そちらの機能を 

利用してください。 

また、CLUSTERPRO と他の方式にて連携を行う場合は 

“5 CLUSTERPROとの連携” を参照してください。 

・ TOC_EXEC 機能、POWER_OFF 機能を利用する場合は事前に kdump の設定を行い、 

SysRq キーを発行することによりカーネルパニックが発生することを確認してください。 

・ POWER_OFF 機能を利用する場合は softdog モジュールが必要となります。 

事前に softdog モジュールがインストールされていることを確認してください。 

・ POWER_OFF 機能を利用する場合、ソフトウェア watchdog を利用した OS 停止に 

失敗した際には自動的に TOC_EXEC 機能にて OS を停止させます。 

・ 仮想環境 (ゲストOS) で本製品を使用する場合は、TESTIO_MODE に READ を 

設定してください。 

・ 上記タイマ値の上限値は MAXINT まで指定可能ですが、常識的な運用での適用を 

推奨します。 

 

これ以降のパラメータは変更できません。変更する場合は開発部門までお問い合わせください。 
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項目 説明 

BASE_TIMER 基本タイマを指定します。 

最小値は 10秒、デフォルト 10秒 

  

TIME_VG_STALL I/O（READ）リクエストのストールを判定する時間を指定します。 

このパラメータはデフォルト値を使用することを推奨します。 

最小値は 60秒、デフォルト 360秒 

なお、0秒を指定すると I/O ストール監視を行いません。 

  

VG_STALL_ACTION I/O（READ）リクエスのストール検出時のアクションを指定します。 

SERVICE_CMD_DISABLE アクション指定なし。 

デフォルトです。syslog ファイルに障害情

報を通知します。 

SERVICE_CMD_ENABLE クラスタウェア連携用コマンド（srgstat）を使

用してクラスタウェアと連携することでノー

ドを切り替えます。 

CLPNM_KILL_ENABLE clpnm(1M) を強制終了させます。 

CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス 

(clpnm) を強制終了することでノードを切り

替えます。 

TOC_EXEC システムメモリダンプを採取し、OS を強制

停止することでノードを切り替えます。 

POWER_OFF ソフトウェアwatchdogを利用し、OSを停止

します。 

RENS_REPORT_ENABLE 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

  

WAIT_TESTIO_INTERVAL 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

  
DAILY_CHECK_TIME 障害の発生した物理パスおよび PV を定期通知する時刻を指定します。 

指定値は 0～23、デフォルト 10(10:00)です。 

自動復旧機能を使用する場合、ここで指定した時刻に自動復旧を行いま

す。 

  
TESTIO_USE 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

ENABLE － 

DISABLE － 
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EXEC_SYNC_ENABLE 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

ENABLE － 

DISABLE － 

  

SHM_BUFF_SIZE リソーステーブルで使用する共有メモリサイズ です。 

Mbyte単位で指定します。指定値は 1～、デフォルト 2(Mbyte)です。 

  
LOG_SIZE リソース監視デーモンのログファイルのサイズ です。 

Mbyte単位で指定します。指定値は 1～40、デフォルト 20(Mbyte)です。 

   

 注意： 

・ CLUSTERPRO を導入し、クラスタを起動している場合は CLUSTERPRO による 

ソフトウェア watchdog を利用した OS 停止機能を優先するため、 

POWER_OFF 機能を利用することができません。 

同等の機能が CLUSTERPRO 側に実装されているので、そちらの機能を 

利用してください。 

また、CLUSTERPRO と他の方式にて連携を行う場合は 

“5 CLUSTERPROとの連携” を参照してください。 

・ TOC_EXEC 機能、POWER_OFF 機能を利用する場合は事前に kdump の設定を行い、 

SysRq キーを発行することによりカーネルパニックが発生することを確認してください。 

・ POWER_OFF 機能を利用する場合は softdog モジュールが必要となります。 

事前に softdog モジュールがインストールされていることを確認してください。 

・ POWER_OFF 機能を利用する場合、ソフトウェア watchdog を利用した OS 停止に 

失敗した際には自動的に TOC_EXEC 機能にて OS を停止させます。 

・ 上記タイマ値の上限値は MAXINT まで指定可能ですが、常識的な運用での適用を 

推奨します。 
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（２） 仮想環境用設定ファイルの設定について 

ファイル名は、以下のとおりです。 

/var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 

 

 

以下に使用するキーワードを記述します。 

 

項目 説明 

 
HOST_IP ESXiホストの IPアドレスを指定します。 

 
HTTPS_PORT ESXi ホストの httpsポートを指定します。 

 
DATASTORE_NAME 自サーバ（仮想OS） の OSディスクの保存先データストア名を 

指定します。 

 
LOCAL_IP 自サーバ（仮想 OS） の IPを指定します。 

 
USERINFO_FILE_NAME  ユーザ情報ファイルをフルパスで指定します。 

【デフォルト】 
/var/opt/HA/SrG/conf/vicredentials.xml 

 
IF_ACTION ESXi ホストとの IF アクションを指定します。 

“VM_COMMAND” のみ指定可能です。 

それ以外の値は、指定できません。 

 VM_COMMAND esxcli および SDK for perl を使用します。 

   
IF_TIMEOUT IF_ACTION のタイムアウト値を指定します。 

指定値 ： 5 ～ 60（秒） 

デフォルト ： 10（秒） 
   
IF_RETRY IF_ACTION のリトライ回数を指定します。 

指定値 ： 1 ～ 5（回） 

デフォルト ： 3回） 
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（３） リソース定義ファイルの設定について 

ファイル名は、以下のとおりです。 

/var/opt/HA/SrG/conf/srg.rsc 

 

 

以下に使用するキーワードを記述します。 

 

項目 説明 

 

 

 

FC 物理パス情報を定義します。 

仮想環境 （vSphere）では、SCSI を指定してください。 

alias 名 監視対象の物理パスを保持するデータストア名を指定します。 

【定義例】 

データストア名_x （xは１からの通番） 

FC HWパス 物理パスのランタイム名を指定します。 

ESXi ホストよりストレージ情報を確認し、物理パスのランタイ

ム名を取得してください。 

【定義例】 
   vmhba2:C0:T0:L0 

  

PV 仮想ディスク情報を定義します。 

仮想OS での論理ディスクを定義します。 

複数の仮想ディスクが存在する場合は、本パラメータを列記します。 

 ディスクタイプ ディスク種別を指定します。 

  Other その他ディスク装置 

 デバイス HW path 物理パスの経路を示すデバイス HW パスを指定します。 

デバイスHWパスは udevデバイスファイル名です。 

 注意：FC パラメータと複数の PV パラメータの組み合わせをひとつのセットで指定してください。 
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（４） 構成定義ファイルの設定について 

 

ファイル名は以下のとおりです。 

/var/opt/HA/SrG/conf/srg.map 

 

 

以下に使用するキーワードを記述します。 

 

項目 説明 

 

< 構成定義 > 

［リソース情報］ 仮想ディスクの論理的な構成を指定します。 

 

PKG クラスタウェア で規定されたパッケージ名を指定します。 

このパラメータには 64文字以内のクラスタ一意の英数字を指定してください。 

クラスタウェア の指定ではパッケージ名の長さの制約はありませんが、 

64文字を超える場合はパッケージ名の変更が必要です。 

なお、パッケージ名が付与されていない VG を指定する場合は、パッケージ名なし

である PKG_NONE を指定してください。 

  

VG LVM で規定された VG 名を指定します。64文字以内を指定してください。 

LVMを構成しないディスクについては管理上”VG_NONE”という仮想VG名で管理し

ます。 

  

RSC_ACTION デフォルトでは使用しません。省略してください。 

VG単位でVG障害発生時のアクションを変えたい場合に指定します。 

SERVICE_CMD_DISABLE アクション指定なし。 

syslog ファイルに障害情報を通知します。 

SERVICE_CMD_ENABLE クラスタウェア連携用コマンド（srgstat）を使用してクラ

スタウェアと連携することでノードを切り替えます。 

CLPNM_KILL_ENABLE clpnm(1M)  を強制終了させます。 

CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス (clpnm)  

を強制終了することでノードを切り替えます。 

TOC_EXEC システムメモリダンプを採取し、OSを強制停止するこ

とでノードを切り替えます。 

POWER_OFF ソフトウェアwatchdogを利用し、OSを停止します。 

RENS_REPORT_ENABLE 仮想環境 （vSphere）では、使用しません。 

 （＊） 指定可能な値は srg.config の VG_FAULT_ACTION に指定する値と 

同一です。 

省略された場合は VG_FAULT_ACTION に指定されているアクションを 

実行します。 
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FS_TYPE I/Oパスの管理方式を指定します。 

 

SpsDevice － 

EmcDevice － 

HdlmDevice － 

RawDevice 仮想環境 （vSphere）では、RawDevice を定義して

ください。 

 注意：仮想環境 （vSphere）では、RawDevice 以外は、定義しないでください。 

   

GROUP 任意の文字列をGROUP 名として指定します。 

GROUP 名は groupxxxx ( xxxx は 0001 ～ 9999 ) となるノード一意の数字で

す。 

GROUP 定義には PV 定義が必須となります。 

 

LVM でソフトミラー構成を定義している場合は、ミラー番号を指定します。 

GROUP 名とミラー番号の間にはスペースが必要です。 

ミラー番号はmirrorxxxx ( xxxx は 0001 ～ 9999 )となるノード一意の数字です。 

LVM でミラー構成を定義していない、またはミラー構成であるがノード切り替えのア

クションを使用しない場合は、ミラー番号を指定する必要はありません。 

設定しても無視されます。 

   

PV 仮想ディスクを指定します。 

仮想OS 上の udevデバイスファイル名を指定します。 

 
  

 注意： 

・ CLUSTERPRO を導入し、クラスタを起動している場合は CLUSTERPRO による 

ソフトウェア watchdog を利用した OS 停止機能を優先するため、 

POWER_OFF 機能を利用することができません。 

同等の機能が CLUSTERPRO 側に実装されているので、そちらの機能を 

利用してください。 

また、CLUSTERPRO と他の方式にて連携を行う場合は 

“5 CLUSTERPROとの連携” を参照してください。 

・ TOC_EXEC 機能、POWER_OFF 機能を利用する場合は事前に kdump の設定を行い、 

SysRq キーを発行することによりカーネルパニックが発生することを確認してください。 

・ POWER_OFF 機能を利用する場合は softdog モジュールが必要となります。 

事前に softdog モジュールがインストールされていることを確認してください。 

・ POWER_OFF 機能を利用する場合、ソフトウェア watchdog を利用した OS 停止に 

失敗した際には自動的に TOC_EXEC 機能にて OS を停止させます。 

・ 上記タイマ値の上限値は MAXINT まで指定可能ですが、常識的な運用での適用を 

推奨します。 
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（５） 設定ファイルの定義例 

 

［システム定義ファイル］ 

############################################## 
# StorageSaver                                     # 
# system configuration file for StorageSaver            # 
############################################## 
 
############################################################## 
# User Config Area 
############################################################## 
 
# TestI/O interval timer for vg is failed (seconds) 
#       vg status changes fail between this timer 
# minimum = 30, default = 60 
TIME_VG_FAULT           60 
 
# FC linkdown detected timer value (seconds) 
# minimum = 10, default = 180 
TIME_LINKDOWN           180 
 
# TestI/O(Inquiry) interval timer value (seconds) 
#       exec normal TestI/O for PV between this timer 
# minimum = 10, default = 20. 
TIME_INQ_INTERVAL       20 
 
# TestI/O(TestUnitReady) interval timer value (seconds) 
#       exec normal TestI/O for PV between this timer 
# minimum = 0, default = 180. 0 mean TestUnitReady not run 
TIME_TUR_INTERVAL       180 
 
# TestI/O(Read) interval timer value (seconds) 
#       exec normal TestI/O for PV between this timer 
# minimum = 10, default = 180. 
TIME_READ_INTERVAL      180 
 
# TestI/O fault action 
# select ACTION_NONE(default),BLOCK_PATH 
TESTIO_FAULT_ACTION     ACTION_NONE 
 
# vg fault action 
# select SERVICE_CMD_DISABLE(default),SERVICE_CMD_ENABLE, 
CLPNM_KILL_ENABLE,TOC_EXEC,POWER_OFF 
VG_FAULT_ACTION         SERVICE_CMD_DISABLE 
 
# Auto recovery flag 
#       used = ENABLE : unused = DISABLE(default) 
AUTO_RECOVERY           DISABLE 
 
# TestI/O mode 
# select INQ,INQ_TUR_READ,READ,DIRECT,INQ_TUR(default) 
TESTIO_MODE             READ  
 
################################ 
# For STSINFO 
################################ 
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# Monitor intermittent fault. 
# monitor = ENABLE : not monitor = DISABLE (default) 
#TIO_MONITOR    DISABLE 
 
# Set the file path for log directory (for output). 
# The path is full set. 
#TIO_FILE_PATH  /var/opt/HA/SrG/log 
 
# Size (M byte) of backup file. 
# minmum = 1, default = 1 
#TIO_FILE_SIZE  1 
 
############################################################## 
# Development Config Area 
#   do not touch this field 
############################################################## 
 
# srgping status check timer (seconds) 
# default = 10 
BASE_TIMER              10 
 
# I/O stall interval timer for Volume Group is failed (seconds) 
#       Volume Group status changes fail between this timer 
# minimum = 60, default = 360. 0 mean I/O stall nocheck. 
TIME_VG_STALL           360 
 
# Volume Group stall find action 
# select SERVICE_CMD_DISABLE(default),SERVICE_CMD_ENABLE, 
CLPNM_KILL_ENABLE,TOC_EXEC,POWER_OFF 
VG_STALL_ACTION         SERVICE_CMD_DISABLE 
 
# Wait I/O for sg driver timer value (seconds) 
#       wait TestI/O between this timer 
# minimum = 1, default = 5 
WAIT_TESTIO_INTERVAL    5 
 
# Daily check time for check pv status (o'clock) 
# default = 10 
DAILY_CHECK_TIME        10 
 
# TestI/O use flag 
#       used = ENABLE(default) : unused =  DISABLE 
TESTIO_USE              ENABLE 
 
# PV status sync flag 
#       used = ENABLE(default) : unused = DISABLE 
EXEC_SYNC_ENABLE        ENABLE 
 
# Shared memory size (M byte) 
# default = 2 
SHM_BUFF_SIZE           2 
 
# Trace log file size (M byte) 
# default = 20 
LOG_SIZE                20  
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［仮想環境用システム定義ファイル］ 

 

# srg_v.config 
##################################################### 
# StorageSaver                                             # 
# vmware system configuration file for StorageSaver             # 
##################################################### 
 
##################################################### 
# System VM Config  Area                                  # 
##################################################### 
HOST_IP                   192.168.172.1 
HTTPS_PORT              443 
DATASTORE_NAME         DataStore1 
LOCAL_IP                  192.168.172.22 
USERINFO_FILE_NAME      /var/opt/HA/SrG/conf/vicredentials.xml 
#  select  IF_ACTION,  COMMAND,API 
IF_ACTION               VM_COMMAND 
IF_TIMEOUT              10 
IF_RETRY                3 
 

 

 

［構成定義ファイル］ 

 

# srg.map 
#################################### 
# StorageSaver                          # 
# LVM configuration file                   # 
#################################### 
 
# [FORMAT] 
# PKG           pkg_name 
# VG            vg_name 
# RSC_ACTION    rsc_action 
# FS_TYPE       fs_type 
# GROUP         group0001 
# PV            H/W Path 
# PV            H/W Path 
# 
PKG     PKG_NONE 
VG      vg01 
FS_TYPE RawDevice 
GROUP   group0001 
## PV Name: /dev/sdb 
PV      pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:1:0 
## PV Name: /dev/sdc 
PV      pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:2:0 
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［リソース定義ファイル］ 

 

# srg.rsc 
####################################### 
# StorageSaver                             # 
# resource configuration file                   # 
####################################### 
 
# [FORMAT] 
# [FC or SCSI] AliasName [FC Path or SCSI Path] 
# PV       DiskType        H/W Path 
# PV       DiskType        H/W Path 
# 
SCSI    iSt1_1  vmhba2:C0:T0:L0 
## PV Name: /dev/sdb 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:1:0 
## PV Name: /dev/sdc 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:2:0 
 
SCSI    iSt1_2  vmhba2:C0:T1:L0 
## PV Name: /dev/sdb 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:1:0 
## PV Name: /dev/sdc 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:2:0 
 
SCSI    iSt1_3  vmhba3:C0:T0:L0 
## PV Name: /dev/sdb 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:1:0 
## PV Name: /dev/sdc 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:2:0 
 
SCSI    iSt1_4  vmhba3:C0:T1:L0 
## PV Name: /dev/sdb 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:1:0 
## PV Name: /dev/sdc 
PV      Other   pci-0000:00:10.0-scsi-0:0:2:0  
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4. 操作・運用手順 

4.1. 運用管理コマンドの操作手順 

（１） リソース監視の状態を表示します。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
======================================================================= 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:=============== 
VG   : vg02             : ---                   : up 
  PV : /dev/sdb           : pci-0000:00:10.0      : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba2:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
  PV : /dev/sdc           : pci-0000:00:10.0      : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba2:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1               : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 

 



 
 

 30 
 
 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE)  
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:=========:========:============= 
VG   : vg02                : ---                 : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0      : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up      : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0      : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 

 

① 仮想ディスクの保存先データストア名を表示します。 

 

② 物理パスのランタイム名を表示します。 

 

③ 物理パスの論理ステータス( 管理状態 )を L status として表示します。 

表示 意味 

up 正常動作中 

down 障害状態 

- 監視停止中 

 

④ ESXi ホストから取得した物理パスのステータスを P status として表示します。 

表示 意味 

up 正常動作中 

down 障害状態 

- 監視停止中 

 

⑤ 物理パスの組み込み状態( Online status )を表示します。 

表示 意味 

extended 組み込み済み 

reduced 閉塞状態 

alive 状態不明 

unknown 状態不明 

⑤物理パスの組み込み状態 

①データストア名 

②物理パスのランタイム名 

④物理パスのステータス 

③物理パスの論理ステータス 
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（２） 物理パスが異常になるとステータスがダウン状態になります。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:============== 
VG   : vg02                : ---                 : up  
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0      : up      : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0     : down   : down     :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0      : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 

 

①  物理パスの状態が異常であった場合、物理ステータスが down となります。 

②  物理パスの障害発生から TIME_LINKDOWN 秒後に論理ステータスが down になります。 

 

設定ファイルの TESTIO_FAULT_ACTION 値を BLOCK_PATH に設定している場合、 

物理パスの異常検出時に自動で閉塞します。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:=========:========:============= 
VG   : vg02               : ---                  : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0      : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0     : down    : down    :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0      : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : up       :extended 

 

③   物理パスの状態を示すOnline status が閉塞状態である reduced になります。 

注意：閉塞機能は、物理パスに対してのみ有効です。 

①物理パスの物理ステータス ②物理パスの論理ステータス 

③物理パスの状態 
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（３）  PV 配下の全物理パスが異常になると PV レベルのステータスもダウン状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① PV 配下のすべての物理パスの障害を検出する。 

② PV の物理ステータスが down になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ PVの障害発生から TIME_LINKDOWN 秒後に論理ステータスが down になります。 

④ VGを構成する PV の一部が down となったためVGの監視状態が suspendに 

なります。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:============== 
VG   : vg02               : ---                  : up        
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0      : up       : down     :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0     : up       : down     :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : up       : down     :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : up       : down     :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : up       : down     :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0      : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba4:C0:T0:L0     : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba4:C0:T1:L0     : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba5:C0:T0:L0     : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba5:C0:T1:L0     : up       : up        :extended 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:============== 
VG   : vg02               : ---                  : suspend 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0      : down    : down     :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0     : down    : down      :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0     : down    : down      :reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0     : down    : down      :reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0     : down    : down      :reduced 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0      : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba4:C0:T0:L0     : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba4:C0:T1:L0     : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba5:C0:T0:L0     : up       : up        :extended 
     : iSt1                : vmhba5:C0:T1:L0     : up       : up        :extended 

②PVの物理ステータス 

① 物理パスの物理ステータス 

④VGのステータス 

③PVの論理ステータス 
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（４） リソース監視の停止と再開について 

TestI/O の一時的な停止、再開をノード一意で指定します。  

リソース監視停止中は、モニタステータスが FALSE になります。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin -c stop 
Change TESTIO. 
START  -> STOP 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = FALSE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:=========:========:============= 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

再開する場合は startを指定してください。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin -c start 
Change TESTIO. 
STOP  -> START 

 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:============== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
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（５） 一定間隔でリソースの状態を定期表示します。 

 

＜表示間隔として 3秒を指定した場合＞ 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin –c status –t 3 
(monitor status = TRUE) 
==================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:================:=================:======:========:============== 
VG   : vg02              : ---                  : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 
 
 
 (monitor status = TRUE) 
==================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:================:=================:======:========:============== 
VG   : vg02              : ---                  : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

 

 

注意：コマンドを終了させたい場合、ctrl+c で終了できます。 

 

3秒経過 
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（６） デーモンプロセスの起動、終了について 

本製品は、インストール時に rc ファイルがインストールされますので、 

OS 起動時に自動的に監視を開始します。 

 

- rc ファイルからの起動、終了 

OS 起動( boot )を契機に自動起動、OS 終了を契機に自動終了されます。 

 

- 手動起動、終了 

以下のコマンドを root権限で投入することで起動できます。 

 

# cd / 
# /etc/init.d/srgctl start 

 

以下のコマンドを root 権限で投入することで終了できます。 

 

# cd / 
# /etc/init.d/srgctl stop 

 

上記コマンドで終了しない場合は、ps –ef | grep srg で srg から始まるプロセスの 

pid を検索して、kill -9 <pid> で終了させてください。 

 

また、RENS と連携している場合、RENS 連携用モニタプロセスは以下のコマンドで起動、停止可

能です。 

 

起動コマンド 

# cd / 
# /etc/init.d/ssdiagctl start 

 

停止コマンド 

# cd / 
# /etc/init.d/ssdiagctl stop 
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（７） デーモンプロセスの自動起動を一時停止したい場合 

メンテナンス等で OS 起動時にディスク監視を行いたくない場合には、 

以下の手順で監視の一時停止が可能です。 

 

- OS の再起動前に、一時ファイルを作成します。 

 

# touch /var/opt/HA/SrG/conf/srg.ignore 

 

- OS を再起動すると、syslog に監視停止中のメッセージが表示されます。 

 

srgignore[<pid>]: Start waiting for /var/opt/HA/SrG/conf/srg.ignore 

 

- 一時ファイルを削除すると、監視を開始します。 

 

# rm /var/opt/HA/SrG/conf/srg.ignore 

 

- StorageSaver が監視を開始したメッセージが syslog に表示されます。 

 

srgignore[<pid>]: /var/opt/HA/SrG/conf/srg.ignore is deleted. Start srgd. 
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4.2. オンライン保守コマンドの操作手順 

（１） srgreduce コマンドは、指定された物理パスの閉塞を実行します。 

 

・ -H を付与して、FC カード単位で 物理パスを切り離します。 

- 状態確認 （閉塞前） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

①   2つ以上の FC（上記の場合は vmhba2, vmhba3）配下の物理パスが 

共に組み込み済（extended）であることが前提です。 

②、③  両 FC 配下の物理パスが up であることを確認してください。 

 

- 閉塞実行 

# /opt/HA/SrG/bin/srgreduce -H vmhba2 

 

①物理パスの組み込み状態 

②物理パスの論理ステータス 

③物理パスの物理ステータス 
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- 状態確認 （閉塞後） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

① vmhba2 配下の物理パスを閉塞すると Online status が reduced になります。 

② L status は、監視状態が異常ではないため up のままとなります。 

③ P status は、物理パスの状態が異常ではないため up のままとなります。 

 

①物理パスの組み込み状態 

②物理パスの論理ステータス 

③物理パスの物理ステータス 
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・ -F を付与して、物理パス単位で 物理パスを切り離します。 

- 状態確認 （閉塞前） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

①   物理パスが組み込み済（extended）であることが前提です。 

②、③  物理パスが up であることを確認してください。 

 

- 閉塞実行 

# /opt/HA/SrG/bin/srgreduce -F vmhba2:C0:T0:L0 

 

- 状態確認 （閉塞後） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

① 物理パス（vmhba2:C0:T0:L0） を閉塞すると Online status が reduced に 

なります。 

② L status は、監視状態が異常ではないため up のままとなります。 

③ P status は、物理パスの状態が異常ではないため up のままとなります。 

 

①物理パスの組み込み状態 

②物理パスの論理ステータス 

③物理パスの物理ステータス 

①物理パスの組み込み状態 

②物理パスの論理ステータス 

③物理パスの物理ステータス 
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（２） srgextend コマンドは、指定された物理パスの復旧を実行します。 

 

・ -H を付与すると、FC カード単位で物理パスを組み込みます。 

- 状態確認 （復旧前） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

① 物理パスが閉塞（reduced）されていることを確認します。 

 

- 復旧実行 

# /opt/HA/SrG/bin/srgextend –H vmhba2 

 

- 状態確認 （復旧後） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

① vmhba2 配下の物理パスを復旧すると Online status が extendedに 

なります。 

 

①物理パスの組み込み状態 

①物理パスの組み込み状態 
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・ -F を付与すると、物理パス単位でパスを組み込みます。 

- 状態確認 （復旧前） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

① 物理パスが閉塞（reduced）されていることを確認します。 

 

- 復旧実行 

# /opt/HA/SrG/bin/srgextend -F vmhba2:C0:T1:L0 

 

- 状態確認 （復旧後） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter     : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:====== :==========:========== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

① 物理パス（vmhba2:C0:T0:L0） を復旧すると Online status が extendedに 

なります。

①物理パスの組み込み状態 

①物理パスの組み込み状態 
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4.3. 障害復旧時の操作 

障害を検出し、該当障害箇所を点検などして復旧を完了させるとともに、StorageSaverの監視 

ステータスを復旧する必要があります。 

 

監視ステータスの復旧操作を実施しない状態で運用を継続すると、別の装置故障を契機に両系障害を 

誤検出する可能性がありますので必ず実施してください。 

 

監視ステータスの復旧は srgrecoverコマンドを実行します。 

 

（１） srgrecover コマンドで、すべての 物理パスの復旧を実行します。 

- 状態確認 （復旧前） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:============== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : down  : down     : reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : down  : down     : reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : down  : down     : reduced 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : down  : down     : reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

- 復旧実行 

# /opt/HA/SrG/bin/srgrecover -v 
HW-path: vmhba2:C0:T0:L0  result: OK 
HW-path: vmhba2:C0:T1:L0  result: OK 
srgrecover complete. 

 

 復旧する対象の物理パス 
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- 状態確認 （復旧後） 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
====================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:============== 
VG   : vg02                : ---                : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up     : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up     : up       :extended 

 

すべてのデバイス（VG・PV・物理パス）が正常状態に復旧します。 

 

（２） 自動復旧機能について 

 

障害を検出し、該当障害箇所を点検などして復旧を完了させるとともに、StorageSaverの監視 

ステータスを復旧する必要があります。 

 

自動復旧機能を使用すると、物理パスの状態を定期的にチェックし、障害状態から復旧した 

物理パスを検出すると、srgrecover コマンドを実行して復旧した物理パスを自動的に 

組み込みます。 

 

ただし、一時的に物理パスの状態が正常および TestI/O（READ） が通るような間欠故障が 

発生した場合に、自動復旧機能を使用して監視対象の自動組み込みを行うと、パスの切り替えが 

頻発することによる I/O の遅延が発生する可能性があります。 

 

そのため、障害が発生した場合には障害箇所を点検し、確実に物理パスの状態が 

復旧したことを確認した後に、手動で srgrecover コマンドを実行する運用を推奨します。 

運用上オペレータの介入が困難であるなど、復旧作業を自動化せざるをえない場合は 

システム定義ファイルの以下のパラメータを ENABLE に変更し、デーモンプロセスを 

再起動することで、自動復旧機能を利用することができます。 

 

- システム定義ファイル (/var/opt/HA/SrG/conf/srg.config) の変更 

 

# Auto recovery flag 
#       used = ENABLE : unused = DISABLE(default) 

AUTO_RECOVERY          ENABLE                ← ENABLE に変更します。 

 

- デーモンプロセスの再起動 

システム定義ファイルの変更後、デーモンプロセスを再起動します。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig –r 
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（３） オンライン保守中の自動復旧機能について 

 

オンライン保守中は自動復旧機能を一時停止し、メンテナンス中の機器が 

自動で組み込まれることを防止します。 

 

自動復旧機能を使用されている環境で、srgreduce コマンド実行時に以下のメッセージが 

出力されると、自動復旧機能により、メンテナンス中の機器を組み込んでしまいます。 

以下のメッセージが出力された場合は、再度 srgreduce コマンドを実行するか、 

メッセージで指定されているコマンドを実行してください。 

 

Can't create target file(/var/opt/HA/SrG/conf/.online_maintaining)(xx). 

Please execute the command "srgreduce" again. 

Or please execute the following command "touch /var/opt/HA/SrG/conf/.online_maintaining". 

 

 

自動復旧機能を使用されている環境で、srgrecover, srgextend コマンド実行時に以下の 

メッセージが出力されると、自動復旧機能が動作しません。 

以下のメッセージが出力された場合は、再度 srgrecover, srgextend コマンドを実行するか 

メッセージで指定されているコマンドを実行してください。 

 

Can't delete target file(/var/opt/HA/SrG/conf/.online_maintaining)(xx). 

Please execute the command "srgextend/srgrecover" again. 

Or please execute the following command "rm /var/opt/HA/SrG/conf/.online_maintaining". 
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5. CLUSTERPROとの連携 

5.1. CLUSTERPROとの連携の概要 

CLUSTERPROと連携して、物理パスの障害により仮想ディスクへのアクセス異常発生時に待機ノードへ 

フェイルオーバして業務を継続することができます。 

 

StorageSaver（vSphere 対応版）がCLUSTERPROと連携する場合、次の３通りの方式があります。 

 

① CLUSTERPROのカスタムモニタリソースにクラスタウェア連携デーモン（srgstat）を 

登録する方式 

② CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス (clpnm) を強制終了し、ノードを切り替える方式 

③ システムメモリダンプを採取し、強制的にOSを停止し、ノードを切り替える方式 

 

StorageSaverとしては①の方式を推奨します。 

 

また、①の方式で連携する場合、障害時に確実にフェイルオーバできるよう、フェイルオーバ時の CLUSTERPRO

の動作設定はOS強制停止 (panic) を選択してください。 

OS強制停止 (panic) を選択していない場合、物理パス障害の影響でフェイルオーバ処理が正しく完了せず、フェイ

ルオーバに失敗したり、フェイルオーバ完了が遅延したりする場合があります。 

 

各連携方式の説明は後述の章を参照してください。 
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5.2. カスタムモニタリソースによるCLUSTERPROとの連携 

（１） CLUSTERPROとの連携について 

ディスク装置の動作状態をモニタするコマンド srgstat(1M) をCLUSTERPROの 

カスタムモニタリソースとして登録することで、ディスク装置の障害時のノードダウン、 

ノード切り替えを実現します。 

 

本機能を利用する場合は、CLUSTERPROにディスク装置監視用のフェイルオーバグループを 

用意し、srgstat(1M)をカスタムモニタリソースとして登録する必要がありますので、 

クラスタ設計時にフェイルオーバグループの作成が必要です。 

 

また、不必要にCLUSTERPRO のサーバ管理プロセス (clpnm) を killしないために 

StorageSaverのコンフィグレーション(srg.config)のVG_FAULT_ACTION、VG_STALL_ACTIONには

SERVICE_CMD_ENABLEを指定してください。 

 

この方式であれば、複数ノードクラスタシステムでのノード切り替えだけでなく 

縮退した状態でのノードダウンや１ノードのクラスタシステムでのノードダウンを 

実現できますので、非常に有用な手法です。 

 

 

（２） srgstatの運用について 

物理パスおよび仮想ディスクに障害が発生すると、srgd(1M)が物理パスおよび 

PV / VGレベルの管理ステータスを down状態に変更し、syslog、コンソールにエラーメッセージを 

出力します。 

 

srgstat(1M)は共有メモリを経由してVGレベルの管理ステータスをモニタします。 

VGが down状態に遷移した時点で、srgstat(1M)は異常終了し、CLUSTERPROがカスタム 

モニタリソースのダウンを検出しノード切り替え、ノードダウンが発生します。 

 

srgstat(1M)は、srgd(1M)および srgvping(1M)のプロセスが起動され、ディスク装置の 

監視を行っている場合に有効に機能します。 

以下のようなリソース監視を停止している場合は、VG障害を検出できません。 

 

- srgd(1M)および srgvping(1M)のプロセスが起動されていない。 

- srgadmin(1M)のオペレーション操作でリソース監視停止を指示されている。 

 

 

＜syslogメッセージの出力例＞ 

ディスク装置へのファイル I/Oが停止すると、syslogに記録されない場合もあります。 

 

● VG の異常を検出 

Jan 10 18:05:29 node1 srgd[xxxxx]: VG status change down .(vg=VolGroup01) 

 

● VGへのアクセス不可を検出し、srgstatが異常終了しノードダウン、ノード切り替えを実行 

Jan 10 18:05:29 node1 srgstat[xxxxx]: found VG status is down 

 



 
 

 47 
 
 

 

5.3. CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス (clpnm) の強制終了による 

CLUSTERPROとの 連携 

（１） CLUSTERPROとの連携について 

物理パスおよび仮想ディスクの障害時に、CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス (clpnm) を 

強制終了させることで、ノード切り替えを実現する方式です。 

StorageSaverのコンフィグレーションであるVG_FAULT_ACTION、VG_STALL_ACTIONに 

CLPNM_KILL_ENABLEを指定すると、ディスク装置の障害時に clpnmを killすることができます。 

 

このノード切り替え機能は、２ノード以上のクラスタシステムで有効です。 

 

（２） 物理パスおよび、仮想ディスクの障害を検出すると 

物理パスおよび仮想ディスクに障害が発生すると、srgd(1M)が物理パスおよび 

PV / VGレベルの管理ステータスを down状態に変更し、syslog、コンソールにエラーメッセージを 

出力します。 

 

srgd(1M)はコンフィグレーションにCLPNM_KILL_ENABLEを指定していると 

CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス (clpnm) を強制終了させ、CLUSTERPROによる 

ノード切り替えを行います。 

また、srgd(1M)自身も abortします。 

 

/(root) 配下に coreファイルを出力しますので、ディスク装置故障時にこれらのファイルを 

確認してください。 

なお、故障パターンによっては coreファイル等が残っていないケースもあります。 

 

 

＜syslogメッセージの出力例＞ 

 

● VG の異常を検出 

Jan 10 18:05:29 node1 srgd[xxxxx]: VG status change down .(vg=VolGroup01) 

 

● VGへのアクセス不可を検出し、予備ノードへ切り替え 

Jan 10 18:05:29 node1 srgd[xxxxx]: start KILL clpnm. 

Jan 10 18:05:29 node1 srgd[xxxxx]: send signal clpnm. 

Jan 10 18:05:29 node1 srgd[xxxxx]: abort srgd. 
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5.4. システムメモリダンプ採取とOS強制停止によるCLUSTERPROとの連携 

（１） CLUSTERPRO との連携について 

ディスク装置故障時にシステムメモリダンプの採取と OS 強制停止 (panic) により 

CLUSTERPRO と連携してノード切り替えを実現します。 

 

ディスク装置故障時には OS やその他監視製品なども正常に動作できない場合がありますので、 

この方式による OS 強制停止でノード切り替えを行うことは有効です。 

 

また、システムメモリダンプが採取されますので、障害状態の解析なども可能です。 

 

注意：ディスク装置の故障パターンによっては、正しくシステムメモリダンプが 

採取できない場合があります。 

システムメモリダンプが採取できない場合も、CLUSTERPRO が待機ノードから 

現用ノードの異常を検出しますので系切り替えは可能です。 

 

本機能を使ってシステムメモリダンプを採取する場合には、あらかじめ kdump の設定が 

完了している必要があります。 

また、システムメモリダンプは /var/crash 配下に作成されます。 

 

万が一システムメモリダンプ採取に失敗した場合、続いて CLUSTERPRO のサーバ管理プロセス 

(clpnm) を強制停止することで待機ノードへの切り替えを試みます。 
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6. syslog メッセージ 

（１） syslog に出力するメッセージについて 

本製品では、リソース監視で致命的な異常を検出すると syslog にメッセージを出力します。 

syslogファイルおよび syslogの facilityと levelは以下のとおりです。 

 

syslogファイル名 /var/log/messages 

facility LOG_DAEMON 
level LOG_ALERT、LOG_ERR、LOG_WARNING 

 

 

（２） 警報機能について 

運用管理製品を利用し syslog メッセージを監視することで、警報機能として 

使用することが可能です。 

 

本製品では、下記のメッセージを監視することを推奨します。 

 

（３） 警報対象として登録することを推奨するメッセージ一覧 

特に重要度の高い syslog メッセージを記述します。 

これらのメッセージが出力された場合は、ESXiホストの状態に問題が無いか確認してください。 

ESXi ホストに問題がなければ、HW 保守担当者に HW 検査を依頼してください。 

 

●  TestI/O のリソース監視で異常を検出した場合 

LOG_ERROR  の出力契機は以下のとおりです。 

 

PATH status change fail . [datastore = xxx : runtime = xxx]. 

説明  ：  物理パスの異常を検出 

処置  ：  物理パスの異常を検出しましたので、早急に該当パスの点検 

を行ってください。 

 

PV status change fail .[hwpath = xxx: s.f = /dev/xxx]. 

説明  ：  TestI/O(READ) で 仮想ディスクの異常を検出 

処置  ：  仮想ディスクの異常を検出しましたので、早急に該当ディスクの点検 

を行ってください。 

 

I/O request uncomplete in time .[hwpath = xxx: s.f = /dev/xxx]. 

説明  ：  TestI/O(READ) で I/O ストールを検出 

処置  ：  仮想ディスクの異常を検出しましたので、早急に該当ディスクの点検 

を行ってください。 

 

VG status change down .(vg=xx) 

説明  ：  VG レベルの異常（down）を検出 

処置  ：  すべての物理パスおよび仮想ディスクが障害となっています。 

早急に該当ディスクの点検を行ってください。 

 



 
 

 50 
 
 

 

●  リソース状態の定期通知で異常を検出した場合 

LOG_ERROR  の出力契機は以下のとおりです。 

 

Monitor Status is reported, path-P-stat is down. 

説明  ：  物理パスの異常を検出 

処置  ：  物理パスの異常を検出後、復旧していない可能性があります。 

早急に該当物理パスの点検を行ってください。 

障害状態からの復旧後は、srgrecover を実行して物理パスの 

管理状態を復旧させてください。 

 

Monitor Status is reported, path-L-stat is reduced. 

説明  ：   物理パスの監視停止状態を検出 

処置  ：  物理パスが閉塞状態で、復旧していない可能性があります。 

早急に該当物理パスの点検を行ってください。 

障害状態からの復旧後は、srgrecover を実行して物理パスの 

管理状態を復旧させてください。 

 

Monitor Status is reported, P-stat is down. 

説明  ：  仮想ディスクの異常を検出 

処置  ：  仮想ディスクの異常を検出後、復旧していない可能性があります。 

早急に該当ディスクの点検を行ってください。 

障害状態からの復旧後は、srgrecover を実行して仮想ディスクの 

管理状態を復旧させてください。 

 

 

Monitor Status is reported, L-stat is reduced. 

説明  ：  仮想ディスクの監視停止状態を検出 

処置  ：  仮想ディスクで異常を検出後、復旧していない可能性があります。 

早急に該当ディスクの点検を行ってください。 

障害状態からの復旧後は、srgrecover を実行して仮想ディスクの 

管理状態を復旧させてください。 
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●  設定ファイルに問題があった場合 

 

Cannot access SG file. 

説明：srg_v.cofig ファイルが存在しないもしくは、読み込みできません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config を作成してください。 

 

 

Parameter error of SG file. 

説明：srg_v.cofig ファイル内の定義が正しくありません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config を正しく作成してください。 

 

 

Not set HOST_IP. 

説明：srg_v.cofig ファイル内の HOST_IPが指定されていません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の HOST_IP を 

設定してください。 

 

 

Invalid HOST_IP. (xxx:xxx) 

説明：srg_v.cofig ファイル内の HOST_IPが指定されていません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の HOST_IP を 

設定してください。 

 

 

HOST_IP invalid ip address format. (xxx:xxx) 

説明：srg_v.cofig ファイル内の HOST_IP定義が不正です。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の HOST_IP を 

IPアドレスで設定してください。 

 

Not set LOCAL_IP. 

説明：srg_v.cofig ファイル内の LOCAL_IPが指定されていません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の LOCAL_IP を 

設定してください。 

 

 

Invalid LOCAL_IP. (xxx:xxx) 

説明：srg_v.cofig ファイル内の LOCAL_IPが指定されていません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の LOCAL_IP を 

設定してください。 

 

 

LOCAL_IP invalid ip address format. (xxx:xxx) 

説明：srg_v.cofig ファイル内の LOCAL_IP定義が不正です。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の LOCAL_IP を 

IPアドレスで設定してください。 
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Not set IF_ACTION. 

説明：srg_v.cofig ファイル内の IF_ACTION が指定されていません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の IF_ACTION を 

指定してください。 

 

 

Invalid IF_ACTION. (xxx:xxx) 

説明：srg_v.cofig ファイル内の IF_ACTION が指定されていません。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の IF_ACTION を 

指定してください。 

 

 

API is not supported. 

説明：vSphere APIは、未サポートです。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の IF_ACTION を 

VM_COMMAND で設定してください。 

 

 

Invalid IF_ACTION format. (xxx:xxx) 

説明：srg_v.cofig ファイル内の IF_ACTION定義が不正です。 

処置：設定ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 内の IF_ACTION を 

VM_COMMAND で設定してください。 

 

 

srg.rsc error(path). 

説明：リソース定義ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg.rsc に物理パス情報が 

定義されていません。 

処置：/opt/HA/SrG/bin/srgquery コマンドで再度設定ファイルの自動生成を行ってください。 

    またはリソース定義ファイルを手動で編集してください。 

 

 

srg.rsc error(path_group). 

説明：構成定義ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg.map に定義されている 

仮想ディスク情報がリソース定義ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg.rsc に 

定義されていません。 

処置：/opt/HA/SrG/bin/srgquery コマンドで再度設定ファイルの自動生成を行ってください。 

    またはリソース定義ファイルを手動で編集してください。 
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●  ESXi ホストとの連携に関する処理に問題があった場合 

 

User info file does not exist. 

説明：ESXi ホストへ接続するためのユーザ管理ファイルが存在しません。 

処置：hauserctrl コマンドでユーザ管理ファイルを作成してください。 

 

IF retry over. Not get path info. 

説明：ESXi ホストの物理パス情報取得が失敗しました。 

物理パス情報取得処理を再度行います。 

処置：特に必要ありません。 

ただし、連続して発生している場合は、ESXi ホストへ接続できる環境か 

確認してください。 

 

IF time out occurred. Not get path info. 

説明：ESXi ホストの物理パス情報取得がタイムアウトしました。 

物理パス情報取得処理を再度行います。 

処置：特に必要ありません。 

ただし、連続して発生している場合は、リソース不足の可能性があります。 

 

 

（４） その他のメッセージ 

 

●  ライセンス不正を検出した場合 

LOG_ERROR の出力契機は以下のとおりです。 

 

Activation failed. Product key name is not been entry. 

説明：ライセンス認証に失敗しました。有償ロックキーが登録されていません。 

処置：ライセンスファイルに有償ロックキーを登録してください。 

 

Activation failed. Cord word is generated by different product key name. 

説明：ライセンス認証に失敗しました。有償ロックキーが一致していません。 

処置：発行されたコードワードが正しく登録できていることを確認してください。 

 

Activation failed. Cord word is generated by different host ID. 

説明：ライセンス認証に失敗しました。ホスト情報が一致していません。 

処置：発行されたコードワードが正しく登録できていることを確認してください。 

 

Activation failed. Trial term is expired. 

説明：ライセンス認証に失敗しました。試用期限を過ぎています。 

処置：正式版のライセンスを登録してください。 
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7. 注意・制限事項について 

7.1. 注意・制限事項  

（１） 下記の注意事項があります。 

- 本製品を運用中には共有メモリをデフォルトで約 2MB 程度使用します。 

 

- ログ用のディレクトリ（ /var/opt/HA/SrG/log ）配下に、ログファイルを保存するために、 

約 60MB 程度使用します。 

トレースファイルは、サイクリックとなっていますので、60MB を超えることはありません 

ただし、オンライン保守コマンドである srgreduce, srgextend, srgrecover のログファイルは 

ログ用のディレクトリ（ /var/opt/HA/SrG/log/util ）に日単位に追記型で保存されるため、 

これらのコマンドを数分単位で連続実行し続けると、約100パスで1日100MB 程度のディスクを 

消費することがあります。 

オンライン保守コマンドを定期的に実行する場合は、ログファイルを定期的に削除するような 

運用をお願いします。 

 

- ディスクの間欠障害、部分的なメディアエラー等で異常を検出できない場合があります。 

 

- 本製品における管理リソースの上限値は以下のとおりです。 

ESXi ホストへ接続している物理パスが 80パス まで 

 

- StorageSaver で障害を検出すると、障害を検出した 物理パスおよび仮想ディスクの監視を 

停止します。 

自動閉塞機能を有効にしている場合は、障害を検出した物理パスおよび仮想ディスクの閉塞、 

監視の停止を行います。 

障害復旧後は必ず、障害を検出している全ての仮想 OS 上で srgrecover コマンドを実行し、 

閉塞した物理パスおよび仮想ディスクの復旧と監視の再開を行う必要があります。 

本復旧操作を実施しない状態で運用を継続すると、別の装置故障を契機に両系障害を誤検出する 

可能性がありますので必ず実施してください。 

詳細については『CLUSTERPRO MC StorageSaver ハードウェア障害復旧後の運用手順』をご覧くだ 

さい。 

 

- 一時的に物理パスおよび仮想ディスクが正常になるような間欠故障が発生した場合に、自動復旧 

機能を使用して物理パスおよび仮想ディスクの自動組み込みを行うと、パスの切り替えが頻発する 

ことによる I/O の遅延が発生する可能性があります。 

障害が発生した場合には障害箇所を点検し、確実に物理パスおよび仮想ディスクの状態が 

復旧したことを確認した後に、手動で srgrecover コマンドを実行する運用を推奨します。 
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- 本製品を利用する場合、Linux SCSIパススルードライバ(sgドライバ)がインストールされ、 

事前にカーネルモジュールとしてロードされている必要があります。 

  

モジュールがロードされているかどうかは lsmod(8)コマンドの結果から確認できます。 

以下の sgドライバのエントリ行が出力されることを確認してください。 

 

# lsmod | grep sg 
sg                     38369  2 

 

内部で以下のパッケージを利用します。 

 

sg3_utils Utils for Linux's SCSI generic driver devices + raw devices 

 

本パッケージがインストールされていない場合、事前にインストールしてください。 

以下のコマンドでインストールの有無を確認できます。 

 

# rpm -qa sg3_utils 
sg3_utils-w.x-y.z 

※インストールされていない場合、何も出力されません 

 

注意：w, x, y, z には sg3_utilsパッケージのバージョン番号が入ります。 

 

本パッケージは標準でOSインストール媒体中に含まれます。 

 

- Red Hat Enterprise Linux 6.x (64bit) または Oracle Linux 6.x (64bit) のシステムに本製品を 

インストールする場合、事前に互換ライブラリ(glibc-x-y.el6.i686.rpm)がインストールされている 

必要があります。 

 

互換性ライブラリがインストールされていない場合、事前にインストールしてください。 

以下のコマンドでインストールの有無を確認できます。 

 

# rpm -qa glibc 

  ： 
glibc-x-y.el6.i686 

※インストールされていない場合、” glibc-x-y.el6.i686” の行が出力されません 

 

注意：x, y には互換性ライブラリのバージョン番号が入ります。 

 

本パッケージは標準でOSインストール媒体中に含まれます。 

 

- 障害等で監視対象の仮想ディスク等が OS 起動時に認識されていない状態で 

StorageSaver が起動した場合、監視対象に組み込むには仮想ディスクの障害を復旧し、 

OS が正常に認識出来ていることを確認した後、デーモンプロセスの再起動が必要です。 

 

- 本製品を利用する場合、VMware vSphere CLI がインストールされ、 

事前に esxcli コマンドが使用できる状態である必要があります。 

VMware vSphere CLI についての詳細は、VMware 社のマニュアルを参照してください。 

sgドライバのエントリ行 
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- 設定ファイル自動生成のサポート構成について 

物理構成が FC 接続の I/O パスのみが自動生成の対象となります。 

なお、設定ファイル自動生成機能は設定ファイル作成の作業軽減のために設定ファイルの 

テンプレートを作成する機能であり、すべてのディスク構成をサポートしているわけではありません。 

したがって、構成によっては作成できない場合もあります。必ず作成された設定ファイルを確認し、 

実際の環境と差異がある場合には手動で修正してください。 

手動による設定手順は、別紙 『はじめての StorageSaver（vSphere 対応版）』を参照してください。 

 

また、本バージョンではソフトミラー構成の設定ファイル自動生成は非サポートです。 

 

- 構成変更後の設定ファイル自動生成について 

仮想 OS が起動している状態でディスクの削除等をおこなった場合、VM 設定ファイル（VMX ファイ

ル）に削除したディスク情報が残り、設定ファイルが正しく作成されない場合があります。 

その場合、ESXi ホスト上の VM 設定ファイル（VMX ファイル）から、当該ディスク（scsiN:N.present 

の値が “FALSE” になっているディスク）に関する定義を全て削除した状態で仮想 OS を再起動し、修

正後の VM 設定ファイル（VMXファイル）を 

/var/opt/HA/SrG/conf 配下に配置後、再度 srgquery(1M)を実行してください。 

 

- リソース定義ファイルに設定するランタイム名について 

ESXiホストに接続する機器構成を変更した場合や ESXi ホストがパニックなどによる 

リセットが発生した場合、物理パスに設定しているランタイム名が変更になる場合があります。 

ランタイム名が変更になった後、設定ファイルを変更しないまま監視を継続した場合、 

StorageSaverでは変更前の物理パスを監視対象外としますので、 

必ず設定ファイルを再作成してください。 
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（２） 障害発生時の対応について 

本製品では、リソース監視で異常を検出すると、syslog に警告メッセージを出力します。 

このときの動作履歴やオンライン保守による閉塞／復旧の運用履歴をトレースファイルに取得 

していますので、障害解析資料として、以下の情報を採取してください。 

なお、トレースファイルは、サイクリックとなっているためディスク容量を圧迫することは 

ありません。 

 

監視構成ファイル /var/opt/HA/SrG/conf 配下の全ファイル 

/var/opt/HA/SrG/local/conf 配下の全ファイル 

  

トレースファイル /var/opt/HA/SrG/log  配下の全ファイル 

  

syslogファイル /var/log/messagesファイル 

  

コマンド実行一時ファイル /var/opt/HA/SrG/local  配下の全ファイル 

  

コマンド出力結果 rpm  -qa 
sg_scan  -i /dev/sd* 
ls -l /dev/disk/by-path/*  

vgdisplay  -v (※1) 

lvdisplay  -v (※1) 

pvdisplay  -v (※1)  

esxcli -s <ESXi ホストの IP アドレス> storage core path list 

esxcli -s <ESXi ホストの IP アドレス> storage vmfs extent list 

  (※1)  LVM構成の場合 

  

ESXi システムログ 以下の手順で ESXi システムログをダウンロードしてください。 

1. vSphere Client を起動し、ESXi ホストに接続します。 

2. 画面左側のツリーから ESXi ホストを選択し、”ファイル” の 

“エクスポート” から “システムログのエクスポート” をクリッ

クします。 

3. 表示されたシステムログの選択画面にてデフォルトのチェック

項目のまま “次へ” をクリックします。 

4. ダウンロード先に任意のディレクトリを指定し、”次へ”をクリック

します。 

5. ダウンロードしたファイルを採取してください。 

  

クラスタ関連ファイル （※）クラスタ関連ファイルについては各クラスタウェア製品に 

より異なりますので、製品ごとにマニュアルを参照してくださ

い。 
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7.2. オンライン保守における注意事項 

（１） オンライン保守終了後の取り扱いについて 

- オンライン保守終了後は、srgrecover(1M) で構成復旧を実施してください。 

なお、srgrecover(1M) は該当の物理パスを使用している全ての仮想 OS 上で実行してください。 

- ESXi ホストが物理パスを認識しないままでは、構成復旧コマンドを操作しても正常に動作しません。 

また、仮想OS が監視対象の仮想ディスクを正常に認識出来ていることを確認した上で、 

srgrecover(1M) で構成復旧を実施してください。 

 

（２） 自動復旧機能をON(ENABLE)にした状態でオンライン保守を行った場合、 

以下の制限事項があります。 

- オンライン保守中に自動復旧機能は動作しません。オンライン保守終了後、srgrecover(1M) 

もしくは srgextend(1M) コマンドの実行によりオンライン保守終了と判断し、 

自動復旧機能が動作するようになります。 

- 複数の物理パスが閉塞された状態で 1パスのみ指定して srgextend を実行した場合、 

オンライン保守中を示すファイルが削除されるため自動復旧機能が再開されます。 

その場合、保守作業が完了していない状態で 物理パス が復旧される可能性があります。 

物理パスの閉塞、復旧を行う場合には 物理パス毎に閉塞、復旧を行うか、すべての保守作業が 

完了した時点で srgrecover コマンドにより全 PV を一括で復旧させてください。 

- srgreduce(1M) コマンドの実行を中断した場合、オンライン保守中を示すファイルが 

作成されたまま残ってしまい、自動復旧機能が動作できなくなる可能性があります。 

srgreduce(1M) コマンドを中断した場合は、コマンドを再度実行してパスの閉塞を行うか、 

srgrecover(1M) もしくは srgextend(1M) コマンドを実行してパスを復旧させてください。 
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8. リファレンス 

srgd(1M) 

 

名称 

srgd - StorageSaver リソース監視デーモン 

構文 

srgd 

 

機能説明 

srgd は、StorageSaver のリソース監視デーモンです。 

 

srgd は、仮想環境 (vSphere) 上のクラスタウェアで構築されたシステムで使用される 

物理パスおよび仮想ディスクの監視を行い、シングルノードまたはクラスタシステム 

の保全性を最大限に確保する機能を提供します。 

 

srgd は、rc（/etc/init.d/srgctl）から起動されます。 

srgd を停止、再開させる場合、以下のコマンドを実行してください。 

 

停止時 

# /etc/init.d/srgctl stop 

 

再開時 

 

 

ファイル 

/opt/HA/SrG/bin/* 

/var/opt/HA/SrG/conf/* 

/var/opt/HA/SrG/log/* 

 

 

関連項目 

srgadmin(1M), srgconfig(1M), srgquery(1M), 

srgextend(1M), srgreduce(1M), srgrecover(1M) 

 

 

 

 

 

 

# /etc/init.d/srgctl start 



 
 

 60 
 
 

 

srgadmin(1M) 

  

 名称 

srgadmin - 運用管理コマンド  

 

構文 

srgadmin [-c status [-f devfile] [-t time]] 

[-c start] [-c stop] 

[-i] 

 

機能説明 

srgadmin は、StorageSaver を制御する運用管理コマンドです。 

 

オプション 

srgadmin のオプションは以下のとおりです。 

 

-c status [-f devfile] [-t time] 物理パスおよび仮想ディスクの監視状態を表示します。 

-f オプションに PV のデバイスファイルを指定すると、指定した 

仮想ディスクの状態と配下の物理パスの表示します。 

-t オプションに時間 (単位は秒) を指定すると、指定した時間ごとに 

status を表示します。 

-t オプションを省略すると、srgadmin は status を一度だけ表示して終

了します。 

  

-c start すべての監視を開始します。 

 
  
-c stop すべてのの監視を停止します。 

 
  
-i 仮想ディスクの情報を詳細表示します。 

 

 実行例 

・すべての物理パスおよび仮想ディスクの状態を表示します。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin  -c  status 

 

・すべての物理パスおよび仮想ディスクの状態を30秒間隔で表示します。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin -c status -t 30 

 

 

 関連項目 

srgd(1M) 
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srgwatch(1M) 

 

 名称 

srgwatch - プロセス監視デーモン 

 

構文 

srgwatch 

 

機能説明 

srgwatch は StorageSaver の常駐プロセスを監視するデーモンです。 

 

srgwatch は監視対象プロセスの動作状態を、一定時間ごとに監視します。 

 

監視対象プロセスが存在しないことを検出すると、ただちに指定されたコマンドを実行し、 

監視対象プロセスの再起動を行います。 

 

srgwatch で監視するプロセスの情報は、設定ファイルに記述します。 

設定ファイルファイルの記述方法については、次項で説明します。 

 

設定ファイル 

以下に、設定ファイルの形式について説明します。 

 設定ファイルは、/var/opt/HA/SrG/local/conf/srgwatch.config です。 変更はできません。 

 コメントを記述する場合、"#" または ";" を使用します。コメント文字から改行までをコメントとして 

解釈します。 

 一つの監視対象プロセスごとに設定ファイルに以下の形式で記述します。 

 設定値の記述を省略した場合、default 値が使用されます。 

 

title { 

PROCNAME  =  監視対象プロセス名 

EXECCMD   =  再起動コマンド 

EXECLOCK   =  起動ロックファイル 

INTERVAL   =  監視間隔 (単位：分) 

WATCH    =  監視要否 

HUP      =  送信シグナル 

RETRY     =  リトライ回数 

}  
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以下に、各 設定値について説明します。 

title {..} 

"{" から "}" に囲まれた区間を、一つの監視対象プロセスに関する 設定情報とします。 

"{" の前にある title には、対象プロセスを表す任意の文字列を記述してください。 

最大 255 文字まで指定可能です。256文字以降は認識されません。 

 

PROCNAME 監視対象プロセス名を記述します。起動パスも含めたプロセス名を指定してください。 

最大 255 文字まで指定可能です。256文字以降は認識されません。 

PROCNAME の指定を省略することはできません。 

  
EXECCMD 
 

PROCNAME に指定されたプロセス名が存在しない場合に、実行するコマンドを記述しま

す。 

EXECCMD に記述した文字列は、そのまま標準シェル (/bin/sh) 上で実行されます。 

最大 511 文字まで指定可能です。512文字以降は認識されません。 

EXECCMD を省略した場合、ログファイルにプロセスが存在しないというメッセージだけ

が採取され、プロセスの再起動は行いません。 

  
EXECLOCK 
 

起動ロックファイルのファイル名を指定します。ファイルは絶対パスで指定してください。 

srgwatch は、PROCNAME に指定されたプロセスが存在しないことを検出した場合、起

動ロックファイルがあれば、指定コマンドの実行を行いません。 

これは、ユーザが監視対象プロセスを意図的に停止させ、 

srgwatch から自動的に再起動されるのを防ぐ場合に使用します。 

srgwatch 起動時に、各監視対象プロセスに記述された起動ロックファイルは消去されま

す。 

EXECLOCK を省略した場合、常に起動ロックファイルはないと解釈されます。 

  
INTERVAL 監視間隔を指定します。単位は分です。 

INTERVAL を省略した場合、default 値である 1 分が設定されます。 

  
WATCH 指定したプロセスを、 srgwatch の監視対象に含めるかどうかを指定します。 

以下の値が指定可能です。 

 WATCHON 設定ファイルに記述した内容にしたがい、 srgwatch は対象プロ

セスの監視を行います。 

 IGNORE 設定ファイルに記述した情報を無視します。 srgwatch は、対象

プロセスの監視を行いません。 

WATCH を省略した場合、default 値である IGNORE が設定されます。 
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HUP srgwatch が SIGHUP シグナルを受信した場合、その延長で、監視対象プロセスにもシ

グナルを送信するかどうかを指定します。 

HUP には以下の値が指定可能です。 

 ACTION_NONE 何も行いません。 

 SIG_HUP 監視対象プロセスに対して、SIGHUP シグナルを送信します。 

 SIG_QUIT 監視対象プロセスに対して、SIGQUIT シグナルを送信します。 

 SIG_KILL 監視対象プロセスに対して、SIGKILL シグナルを送信します。 

 HUP を省略した場合、default 値である ACTION_NONE が設定されます。 

  
RETRY 指定コマンドの実行に連続して失敗した場合、再起動を試みる回数の上限値を指定しま

す。 

0 を指定すると、対象プロセスの起動が確認されるまで、無限に繰り返します。 

RETRY を省略した場合、default 値である 10 が設定されます。 

  
  

 

 複数のプロセスを監視する場合、監視対象プロセス毎の定義を設定ファイルに記述します。 

 定義を記述する順番は、特に制約はありません。 

 区間内に同一の定義が存在する場合、最後に記述されたものが有効になります。 

 

 注意事項 

 srgwatch は、スーパーユーザーのみ実行可能です。 

 srgwatch は監視対象プロセスが存在しないことを検出した場合、ただちに 

指定されたコマンドを実行しますが、次の監視対象プロセスの検索は次回の 

監視間隔時間経過時に行います。したがって、例えば毎回 3 分で終了する 

アプリケーションの監視について "INTERVAL=5" と定義した場合、 srgwatch は 

プロセスの再起動に失敗したと解釈します。 

 

 関連ファイル 

/var/opt/HA/SrG/local/conf/srgwatch.config      srgwatch の設定ファイル 

 

 実行例 

・srgwatch を起動します。 

# /etc/init.d/srgctl start 

 

・srgwatch を停止します。 

# /etc/init.d/srgctl stop 
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 設定ファイル記述例 

 

＜srgd というプロセスを監視する例＞ 

srgd { 

;; プロセス名を絶対パスから記述。 

PROCNAME = /opt/HA/SrG/bin/srgd 

;; 再起動コマンドを指定。標準エラー出力をファイルに採取する例。 

EXECCMD  = /opt/HA/SrG/bin/srgd >> /tmp/srgd.log 2>&1 

;; .srgd_lock ファイルが存在する場合、再起動は行わない。 

EXECLOCK = /var/opt/HA/SrG/conf/.srgd_lock 

;; 監視間隔は 1 分に 1 回。 

INTERVAL = 1 

;; この 設定を有効にする。 

WATCH    = WATCHON 

;; srgwatch が SIGHUP を受けたら、srgd には SIGKILL を送る。 

HUP      = SIG_KILL 

;; 再起動に失敗しても、連続 10 回まで再起動を試みる。 

RETRY    = 10 
} 
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srgextend(1M) 

 

名称 

srgextend - StorageSaver の監視リソースの復旧機能 

 

構文 

srgextend -H vmhba# 

srgextend -F PathRuntime 

 

機能説明 

srgextendは、指定されたデバイスに付随する物理パスを復旧します。 

 

オプション 

srgextend のオプションは以下のとおりです。 

 

-H vmhba# 物理パスの vmhba# を指定します。 

指定された vmhba# 配下の全物理パスを復旧します。 

vmhba# は物理パスのランタイム名の以下の斜体部分です。 

vmhba2:C0:T0:L0 

  
-F PathRuntime 物理パスのランタイム名を指定します。 

srg.rsc に定義した、ランタイム名を指定します。 

  

 

終了ステータス 

成功すると 0 を返し、失敗するとそれ以外を返します。 

 

注意事項 

srgextend を実行するとオンライン保守中を示す以下のファイルを削除します。 

/var/opt/HA/SrG/conf/.online_maintaining 

自動復旧機能を使用していた場合には自動復旧機能を再開します。 

 

複数の物理パスが閉塞された状態で 1パス のみ指定して srgextend を実行した場合、 

上記ファイルが削除されるため自動復旧機能が再開されます。 

その場合、保守作業が完了していない状態で物理パスが復旧される可能性があります。 

物理パスの閉塞、復旧を行う場合には物理パス毎に閉塞、復旧を行うか、すべての保守作業が 

完了した時点で srgrecover コマンドにより全物理パスを一括で復旧させてください。 

 

実行例 

・vmhba2 配下の物理パスを復旧します。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgextend –H vmhba2 

 

 

・物理パス（vmhba2:C0:T0:L0）を復旧します。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgextend –F vmhba2:C0:T0:L0 

 

関連項目 

srgreduce(1M), srgrecover(1M) 
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srgreduce (1M) 

 

名称 

srgreduce - StorageSaver の監視リソースの閉塞機能 

 

構文 

srgreduce -H vmhba# 

srgreduce -F PathRuntime 

 

機能説明 

srgreduce は、指定されたデバイスに付随する物理パスを閉塞します。 

 

オプション 

srgreduce のオプションは以下のとおりです。 

 

-H vmhba# 物理パスの vmhba# を指定します。 

指定された vmhba# 配下の全物理パスを閉塞します。 

vmhba# は物理パスのランタイム名の以下の斜体部分です。 

vmhba2:C0:T0:L0 
  
-F PathRuntime 物理パスのランタイム名を指定します。 

srg.rsc に定義した、物理パスのランタイム名を指定します。 

  

 

終了ステータス 

成功すると 0 を返し、失敗するとそれ以外を返します。 

 

注意事項 

srgreduce を実行するとオンライン保守中を示す以下のファイルを作成します。 

/var/opt/HA/SrG/conf/.online_maintaining 

自動復旧機能を使用していた場合には自動復旧機能を一時停止します。 

 

srgreduce を中断するとオンライン保守中を示すファイルが作成されたまま残ってしまい、 

自動復旧機能を使用していた場合には自動復旧機能が動作できなくなる可能性があります。 

srgreduce を中断した場合は、コマンドを再度実行してパスの閉塞を行うか、srgextend  

もしくは srgrecover を実行してパスを復旧させてください。 

 

実行例 

・vmhba2 配下の全物理パスを閉塞します。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgreduce –H vmhba2 

 

・物理パス（vmhba2:C0:T0:L0）を閉塞します。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgreduce –F vmhba2:C0:T0:L0 

 

関連項目 

srgextend(1M), srgrecover(1M) 
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srgrecover(1M) 

 

名称 

srgrecover - StorageSaver の監視リソースの構成復旧コマンド 

 

構文 

srgrecover [ -v ] 

srgrecover [ -v ] [ -H vmhba# ] 

srgrecover [ -v ] [ -F PathRuntime ] 

srgrecover [ -n ] 

 

機能説明 

srgrecover は、指定されたデバイスに付随する物理パスを復旧します。 

 

復旧されたことは srgadminコマンドの状態表示オプションで確認します。 

 

オプション 

srgrecover のオプションは以下のとおりです。 

 

-v 復旧結果を表示します。 

  
-n syslog へのコマンド実行結果の出力を抑止します。 

  
-H vmhba# 物理パスの vmhba# を指定します。 

指定された vmhba# 配下の全物理パスを復旧します。 

vmhba# は物理パスのランタイム名の以下の斜体部分です。 

vmhba2:C0:T0:L0 
  
-F PathRuntime 物理パスのランタイム名を指定します。 

srg.rsc に定義した、ランタイム名を指定します。 

  

 

終了ステータス 

成功すると 0 を返し、失敗するとそれ以外を返します。 

 

注意事項 

srgrecover を実行するとオンライン保守中を示す以下のファイルを削除します。 

/var/opt/HA/SrG/conf/.online_maintaining 

自動復旧機能を使用していた場合には自動復旧機能を再開します。 

 

複数の物理パスが閉塞された状態で 1パス のみ指定して srgrecoverを実行した場合、 

上記ファイルが削除されるため自動復旧機能が再開されます。 

その場合、保守作業が完了していない状態で物理パスが復旧される可能性があります。 

物理パスの閉塞、復旧を行う場合には物理パス毎に閉塞、復旧を行うか、すべての保守作業が 

完了した時点で srgrecover コマンドにより全物理パスを一括で復旧させてください。 
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実行例 

・すべての物理パスおよび、仮想ディスクに対して構成復旧を実行します。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgrecover -v 

 

自動復旧機能について 

 

物理パスや仮想ディスクの故障等により障害が発生し、問題を解消した場合、手動で srgrecover コマンドを 

実行してStorageSaver の管理ステータスを復旧する必要があります。 

 

自動復旧機能を使用すると、物理パスおよび PV の状態を定期的にチェックし、障害状態から復旧した 

監視対象デバイスを検出すると、srgrecover コマンドを実行して自動的に組み込みます。 

 

ただし、一時的に物理パスの状態が正常および TestI/O（READ） が通るような間欠故障が発生した場合に、 

自動復旧機能を使用して監視対象の自動組み込みを行うと、パスの切り替えが頻発することによる  

I/O の遅延が発生する可能性があります。 

 

そのため、障害が発生した場合には障害箇所を点検し、確実に物理パスの状態が復旧 

したことを確認した後に、手動で srgrecover コマンドを実行する運用を推奨します。 

 

運用上オペレータの介入が困難であるなど、復旧作業を自動化せざるをえない場合は 

システム定義ファイルの以下のパラメータを ENABLE に変更し、デーモンプロセスを 

再起動することで、自動復旧機能を利用することができます。 

 

- システム定義ファイル (/var/opt/HA/SrG/conf/srg.config) の変更 

 

# Auto recovery flag 
#       used = ENABLE : unused = DISABLE(default) 

AUTO_RECOVERY          ENABLE                ← ENABLE に変更します。 

 

- デーモンプロセスの再起動 

システム定義ファイルの変更後、デーモンプロセスを再起動します。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig -r 

 

関連項目 

srgextend(1M), srgreduce(1M) 
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srgconfig(1M) 

 

名称 

srgconfig - StorageSaver の設定ファイルの確認、適用コマンド 

 

構文 

srgconfig  -c  [-s 適用対象ディレクトリ] 

srgconfig  -a  [-s 適用対象ディレクトリ] 

srgconfig  -r   

 

機能説明 

設定ファイルの妥当性を確認し、実行環境に適用します。 

 

オプション 

srgconfig のオプションは以下のとおりです。 

 

-c 指定されたディレクトリにある設定ファイルの妥当性、整合性をチェックします。 

  
-a 指定されたディレクトリにある設定ファイルを srg  実行環境に適用します。 

この場合 srg  デーモンの再起動契機で設定ファイルが有効となります。 

また、新しく作成した設定ファイルを適用する前に現在の設定ファイルの 

バックアップを /var/opt/HA/SrG/conf/backup 配下に作成します。 

  
-r デーモンプロセスを再起動します。 

  
-s 対象となる設定ファイルのディレクトリを指定します。 

 

一番目の書式および二番目の書式では、 -s オプションを省略した場合 

カレントディレクトリ配下の設定ファイルを対象とします。 

 

終了ステータス 

成功すると 0 を返し、失敗するとそれ以外を返します。 

 

注意事項 

特になし。 

 

実行例 

・/tmp 配下に作成した設定ファイルの妥当性を確認する。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig -c –s /tmp 

 

・/tmp 配下に作成した設定ファイルを実行環境に適用する。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig –a -s /tmp 

 

・デーモンプロセスを再起動する。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig -r 

 

 

 関連項目 

srgd(1M),srgquery(1M) 
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srgquery(1M) 

 

名称 

srgquery - StorageSaver の設定ファイルテンプレート自動生成コマンド 

 

構文 

srgquery [-s configuration file directory] 

 

機能説明 

StorageSaver の設定ファイルのテンプレートを自動生成します。 

 

オプション 

srgquery のオプションは以下のとおりです。 

 

-s 設定ファイルのテンプレートを作成するディレクトリを指定します。 

-s 指定のない場合は、カレントディレクトリにテンプレートを作成します。 

  

 

終了ステータス 

成功すると 0 を返し、失敗するとそれ以外を返します。 

 

 注意事項 

 vSphere ESXi 上の仮想 OS にて本コマンドを実行する場合、必ず事前に仮想環境用システム定義ファイル

（srg_v.config）と VM 設定ファイル（vmx ファイル）を /var/opt/HA/SrG/conf 配下に配置してください。 

 仮想ディスクの追加、変更、削除等、ハードウェアの構成を変更した場合は必ず /var/opt/HA/SrG/conf 配下

の VM 設定ファイル（vmxファイル）を更新後、本コマンドを実行して設定ファイルを再作成してください。 

 仮想 OS が起動している状態でディスクの削除をおこなった場合、VM 設定ファイルに削除したディスク情報

が残り、設定ファイルが正しく作成されない場合があります。 

その場合、ESXi ホスト上の VM 設定ファイル（vmx ファイル）から、削除したディスクに関する定義を全て削

除した状態で仮想 OS を再起動し、再度本コマンドを実行してください。 

 本コマンドは、sg_scan(1M)、vgdisplay(1M)、powermt(1)、esxcli コマンドの実行結果、VM 設定ファイル

（vmxファイル）の情報、および/procの情報を参照して、テンプレートを作成します。 

コマンドの実行結果が不完全であれば、自動生成したテンプレートも不完全となりますので手作業で更新して

ください。 

 本コマンドは対象仮想ディスクがLVMのVGに含まれていない場合、管理上”VG_NONE”という仮想的なVG

名で登録しますので、LVMのVG名に”VG_NONE”を使用しないようにしてください。 
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実行例 

/tmp配下に、設定ファイルのテンプレートを作成する。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgquery -s /tmp 

 

ファイル 

srg.config   システム定義ファイル 

srg.map    構成定義ファイル 

srg.rsc    リソース定義ファイル 

 

関連項目 

srgconfig(1M),srgd(1M) 
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srgstat(1M) 

 

名称 

srgstat - クラスタウェア連携用コマンド 

 

構文 

srgstat [-h] [-v] [-P pkgname] [-V vgname] [-w wait-time] 

 

機能説明 

StorageSaver がレポートするリソースステータスを監視します。 

srgstat のプロセス状態、あるいは終了ステータスを参照することで、 

StorageSaver の監視対象リソースの状態を知ることができます。 

 

-w オプションを指定すると srgstat は常駐して StorageSaver がレポートするステータスを 

監視し続け、指定された VG が異常状態（down）になると異常終了します。 

CLUSTERPRO と連携する場合のカスタムモニタリソースとして有効です。 

StorageSaver のプロセスが動作していない場合、また srgadmin(1M) でリソース監視の停止を 

指示された場合は、VG の異常を検出できないため、正常状態として報告します。 

 

-w オプションを指定しない場合は、一回だけ StorageSaver がレポートするステータスを調べ 

終了します。 

 

オプション 

srgstat のオプションは以下のとおりです。 

 

-h コマンドの説明を表示します。 

  
-v 動作トレースを標準出力に表示します。 

  

-P pkgname 監視したい PKG 名を指定します。 

対象 PKG 名を一つだけ指定できます。 

-P を指定しない場合は、StorageSaver が監視する全ての VG が監視対象になります。 

同一 PKG に複数 VG が登録されている場合、少なくとも一つの VG で 

DOWN が検出された時点で、srgstat は「StorageSaver の監視対象ディスクが異常」と 

判断します。 

  

-V vgname 監視したい VG 名を指定します。 

対象 VG 名を一つだけ指定できます。 

-V を指定しない場合は、StorageSaver が監視する全ての VG が監視対象になります。 

複数の VG が監視対象になっている場合、少なくとも一つの VG で 

DOWN が検出された時点で、srgstat は「StorageSaver の監視対象ディスクが異常」と 

判断します。 

  
-w wait-time ディスク監視を常駐させたい場合に指定します。 

wait-time には、監視間隔の時間（単位は秒）を指定します。 

1 以上の値を指定してください。 

もし 0 を指定した場合は、強制的に 1 に補正されます。 
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終了ステータス 

-w オプションと StorageSaver がレポートするステータスによって、以下のように動作します。 

 

-w オプション有りの場合： 

 

StorageSaver が監視するディスクの状態 srgstat コマンド 終了ステータス 

ディスク正常時 

ディスク異常時 

StorageSaver が動作していない 

終了せずに常駐 

終了 

終了せずに常駐 

－ 

1 を返す 

－ 

 

-w オプション無しの場合： 

 

StorageSaver が監視するディスクの状態 srgstat コマンド 終了ステータス 

ディスク正常時 

ディスク異常時 

StorageSaver が動作していない 

終了 

終了 

終了 

0 を返す 

1 を返す 

2 を返す 

 

 

 注意事項 

 本コマンドはメモリ上に常駐します。swap 領域に退避されません。 

 StorageSaver のプロセスを起動していない状態、srgadmin(1M) でリソース監視の停止を指示された 

状態であれば VG リソースの異常を検出できません。 

 

実行例 

ヘルプを表示する。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgstat –h 

 

動作の詳細なトレースを表示します。監視対象ディスクは、StorageSaver が監視する全ての VG です。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgstat –v 

 

pkgA のみを監視対象とします。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgstat -P pkgA 

 

VolGroup01 のみを監視対象とします。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgstat –V VolGroup01 

 

srgstat を常駐させ、StorageSaver のステータスを 5 秒間隔で調べます。 

# /opt/HA/SrG/bin/srgstat –w 5 

 

 

関連項目 

srgadmin(1M),srgd(1M) 
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9. 付録 

9.1. 運用管理コマンド  

StorageSaver の運用管理コマンドの操作手順は下記のとおりです。 

 

（１） デーモンプロセス起動 

コマンドラインからデーモンプロセスを起動する場合は以下を実行します。 

 

# /etc/init.d/srgctl start 

 

注意：通常は rcファイルから自動起動されます 

 

起動状態を確認 

# ps -ef|grep srg 

root  8720     8098    0 10月  9   ?       0:40 srgvping 

root  8098        1    0 10月  9   ?       0:19 /opt/HA/SrG/bin/srgd 

root  8111        1    0 10月  9   ?       0:54 /opt/HA/SrG/local/bin/srgwatch 

 

注意：srgvping は srgd を起動後、約１分後に起動されます。 

 

（２） デーモンプロセス終了 

コマンドラインからデーモンプロセスを終了する場合は以下を実行します。 

# /etc/init.d/srgctl stop 

 

注意：通常は rcファイルから自動終了します 

 

終了状態を確認 

# ps -ef|grep srg 

前述の“srgxxx”プロセスが表示されていないことを確認してください。 

 

（３） 設定値の参照 

 

システム定義ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg.config 

  

仮想環境用システム定義ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 

  

構成定義ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg.map 

  

リソース定義ファイル /var/opt/HA/SrG/conf/srg.rsc 
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（４） 監視リソースの状態確認 

 リソース一覧の表示 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin –c status 

 

 リソース詳細表示 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin -i 

 

（５） 監視リソースの一括復旧 

# /opt/HA/SrG/bin/srgrecover -v 

 

注意：自動閉塞等により障害となった場合の復旧に使用します 

 

（６） オンライン保守 

 障害箇所の閉塞 

# /opt/HA/SrG/bin/srgreduce -H <vmhba#> 

 

 状態表示 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin –c status 

 

注意：reduced になっていることを確認します。  

 

 オンライン保守実施 

この間、障害箇所の監視は停止 

 

 障害箇所の復旧 

# /opt/HA/SrG/bin/srgrecover –v 

 

注意：-v オプションは復旧結果を表示します。  

 

 状態表示 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin –c status 

 

注意：extended になっていることを確認します。  
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9.2. srgquery(1M) による設定ファイル自動生成手順  

クラスタウェアで共有ディスク上に VG を構築している場合は、 

下記の手順で設定ファイルを自動生成します。 

 

以降はクラスタウェアとしてCLUSTERPROを例に説明します。 

 

なお、下記の手順はクラスタ内のすべてのノードで実行してください。 

 

（１） 仮想環境用システム定義ファイル（srg_v.config）の作成 

# cp /var/opt/HA/SrG/conf/sample/srg_v.config /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 

 

# vi /var/opt/HA/SrG/conf/srg_v.config 

以下の項目を環境に応じて変更してください。 

- HOST_IP 

- LOCAL_IP 

- DATASTORE_NAME 

 

（２） ユーザ情報ファイルの作成 

ユーザ情報ファイルは hauserctrl(1M) により自動的に作成されます。 

ESXi ホストへ接続するためのユーザ名、パスワードを指定して hauserctrl(1M) を実行してください。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/hauserctrl -a -u <ユーザ名> -p <パスワード> 

 

（３） VM設定ファイルのダウンロード 

1. vSphere Client を起動し、ESXi ホストに接続します。 

2. 画面左側のツリーから ESXi ホストを選択し、”構成” タブの “ストレージ” をクリックします。 

3. 表示されたデータストアの一覧から、srgquery(1M) を実行する仮想 OS の保存先データストアを 

選択した状態で右クリックし、“データストアの参照” を選択します。 

4. 画面左側のツリーから、srgquery(1M) を実行する仮想 OS を選択します。 

5. 画面右側に表示されているファイルの一覧から .vmx ファイルを選択した状態で右クリックし、 

“ダウンロード” を選択します。 

6. ダウンロードしたファイルを、srgquery(1M) を実行する仮想 OS の /var/opt/HA/SrG/conf 配下に 

配置します。 

 

（４） 設定ファイルの自動生成 

# cd /tmp 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgquery  -s ./ 

CLUSTERPRO と連携を行う場合は、自動生成後に、srg.config の VG_FAULT_ACTION の値を

SERVICE_CMD_ENABLEに変更してください。 

I/O ストール検出時にも CLUSTERPRO との連携を行う場合は、同様に、システム定義ファイル 

(srg.config) にて VG_STALL_ACTION が SERVICE_CMD_ENABLE に変更してください。 

 

自動生成後、srg.config、srg.map、srg.rsc の内容を確認します。 
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注意 ：  

 設定ファイルの自動生成機能は設定ファイル作成の作業軽減のために設定ファイルの 

テンプレートを作成する機能であり、全てのディスク構成をサポートしているわけでは 

ありません。 

したがって、構成によっては正しく設定ファイルが作成できない場合があります。 

かならず作成された設定ファイルを確認し、実際の構成と差異がある場合には 

手動にて設定ファイルを修正してください。 

手動による設定手順は、別紙 『はじめての StorageSaver（vSphere 対応版）』を 

参照してください。 

 仮想 OS が起動している状態でディスクの削除等をおこなった場合、VM 設定ファイル 

（vmx ファイル）に削除されたディスク情報が残り、設定ファイルが正しく作成されない場合が 

あります。 

その場合、ESXi ホスト上の VM 設定ファイル（vmx ファイル）から、当該ディスク 

（scsiN:N.present の値が “FALSE” になっているディスク）に関する定義を全て削除した状態で 

仮想 OS を再起動し、修正後の VM 設定ファイル 

（vmx ファイル）を /var/opt/HA/SrG/conf 配下に配置後、再度 srgquery(1M)を実行して 

ください。 

 

 

（５） 設定ファイルの妥当性確認 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig -c -s ./ 

 

（６） 設定ファイル適用 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig -a -s ./ 

 

（７） デーモンプロセス再起動 

# /opt/HA/SrG/bin/srgconfig -r 
# ps –ef | grep srg 

root  8720     8098    0 10月  9   ?       0:40 srgvping 

root  8098        1    0 10月  9   ?       0:19 /opt/HA/SrG/bin/srgd 

root  8111        1    0 10月  9   ?       0:54 /opt/HA/SrG/local/bin/srgwatch 

 

注意：srgvping は srgd を起動後、約１分後に起動されます。 

 

（８） 監視リソースの状態が正常であることの確認 
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# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:=========== 
VG   : vg02              : ---                  : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up       : up       :extended 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : up       : up       :extended 



 
 

 79 
 
 

 

9.3. カスタムモニタリソースによる CLUSTERPRO との連携手順 

9.3.1.  CLUSTERPRO 連携設定 

本製品は、カスタムモニタリソースによる CLUSTERPRO との連携を行うことが可能です。 

 

以下の作業は、CLUSTERPRO WebManager にて実施します。 

本書は、CLUSTERPRO Serverをインストールしたサーバの実 IP アドレスを「192.168.11.100」、 

ポート番号を「29003（デフォルト値）」とした場合の例です。 

 

接続例）http://192.168.11.100:29003/ 

 

また、本書ではCLUSTERPRO WebManager のモニタリソースの設定を以下としています。 

 

プロパティ 設定値 

タイプ （モニタリソースのタイプ） custom monitor 

名前  （カスタムモニタリソース名） srgstat_mon 

監視タイプ   非同期 

回復対象  LocalServer 

回復動作 最終動作のみ実行 

最終動作  クラスタサービス停止とOSシャットダウン 

 

上記設定を行うことによって、VG障害発生時にカスタムモニタリソース(srgstat_mon) がsrgstat の消滅を検知し

て、現用系ノードを shutdown させた後、待機系へノード切り替えを行います。 

 

※ 本書で設定している各種プロパティの値は一例です。構築時にはそれぞれの環境に応じた値を設定してく

ださい。
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※ 以下は、CLUSTERPRO X3.1 の場合の設定手順となります。 

CLUSTERPRO X3.1 のアップデートの状況により、画面が異なる場合があります。 

 

1. システム定義ファイルの確認 

 

StorageSaverの設定を確認します。 

 

（１） StorageSaverのシステム定義ファイル (srg.config) にて VG_FAULT_ACTION が   

SERVICE_CMD_ENABLE になっていることを確認します。 

 

 

 

※ VG_FAULT_ACTION が SERVICE_CMD_ENABLE になっていない場合は、以下 (2) ～ (4)  

の手順で設定変更およびデーモンプロセス(srgd)の再起動を行ってください。 

※ I/O ストール検出時にも CLUSTERPRO との連携を行う場合は、同様に、システム定義ファイル 

(srg.config) にて VG_STALL_ACTION が SERVICE_CMD_ENABLE になっていることを 

確認します。 

※ I/O ストール検出時にも CLUSTERPRO との連携を行う場合は、同様に、システム定義ファイル 

(srg.config) にて VG_STALL_ACTION が SERVICE_CMD_ENABLE になっていることを 

確認します。 

 

（２） システム定義ファイル (srg.config) を編集します。 

※ 以下は viコマンドを使用して編集を行う場合の例です。 

 

 

 

（３） システム定義ファイル (srg.config) が正しく変更されていることを確認します。 

 

 

 

 

（４） デーモンプロセス (srgd) を再起動します。 

# /bin/cat /var/opt/HA/SrG/conf/srg.config | /bin/grep "VG_FAULT_ACTION" 
VG_FAULT_ACTION          SERVICE_CMD_ENABLE 

# /bin/vi /var/opt/HA/SrG/conf/srg.config 

# /bin/cat /var/opt/HA/SrG/conf/srg.config | /bin/grep "VG_FAULT_ACTION" 
VG_FAULT_ACTION         SERVICE_CMD_ENABLE 

# /etc/init.d/srgctl restart 
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2. カスタムモニタリソースの作成 

 

srgstat を監視するカスタムモニタリソースを作成します。 

CLUSTERPRO WebManager の「表示」メニューより「設定モード」を選択し、設定します。 

 

（１） 「Monitors」を右クリックし、「モニタリソースの追加」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 「モニタリソースの定義」ダイアログボックスが開きます。 

「タイプ」で「custom monitor」を選択し、「名前」にカスタムモニタリソース名“srgstat_mon”を入力し、「次

へ」をクリックします。 
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（３） 監視条件を設定します。 

本書ではデフォルトのまま変更しません。「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 監視条件を設定します。 

「ユーザアプリケーション」を選択し、「ファイル」に srgstat 起動処理 

(/opt/HA/SrG/bin/srgstat -w 30) を入力します。 

監視タイプで「非同期」を選択し、「次へ」をクリックします。 
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（５） 回復動作を設定します。 

「回復動作」で「最終動作のみ実行」を選択します。 

「回復対象」の「参照」をクリックし、表示されるツリービューで“LocalServer”を選択して 

「OK」をクリックします。「回復対象」に“LocalServer”が追加されたことを確認します。 

「最終動作」で「クラスタサービス停止とOSシャットダウン」を選択し、 

「完了」 をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 「Monitors」をクリックし、 カスタムモニタリソースが登録されていることを確認します。 
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3. クラスタ構成情報のアップロード 

 

（１） クラスタ構成情報の内容を、CLUSTERPRO 本体の環境に反映します。 

「ファイル」メニューから「設定の反映」を選択します。 

確認ダイアログが表示されます。「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 変更した情報によって表示されるメッセージが異なりますので、表示されたメッセージにしたがって

操作を行ってください。 

  詳細は、CLUSTERPRO X 3.1 for Linux マニュアルを参照してください。 

 

反映に成功すると確認ダイアログが表示されます。「了解」をクリックしてダイアログを閉じます。 
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クラスタが停止状態の場合は、クラスタを開始します。 

WebManager の「表示」メニューより「操作モード」を選択し、「サービス」メニューから 

「クラスタ開始」を選択し、クリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 設定が反映されていることを確認します。 

WebManager の「表示」メニューより「操作モード」を選択し、以下の項目を確認してください。 

 

・ 現用系サーバ、待機系サーバにて StorageSaver 監視用のカスタムモニタリソース「srgstat_mon」

のステータスが「正常」である事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、CLUSTERPRO の設定は終了です 
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9.3.2. 動作確認 

 

以降の手順で StorageSaver および CLUSTERPRO の設定の動作確認を行います。  

FC 抜線により障害を発生させ、仮想ディスクにアクセスすることができなくなった際にフェイルオーバが 

発生することを確認します。 

 

1. 現用系サーバでの StorageSaver 動作確認 

 

FC ケーブルが 2 本接続されている環境における動作確認手順を記載します。 

 

（１） 片方の FC ケーブルを抜線し、片系障害を発生させます。 

 

（２） 約 180 秒後に片系障害を検出することを確認してください。 

自動閉塞機能を有効にしている場合は、障害検出した物理パスの Online status が reduced に 

なっていることも確認してください。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:=========== 
VG   : vg02              : ---                  : up 
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : down    : down    : reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : down    : down    : reduced 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up       : up       :extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : down    : down    : reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : down    : down    : reduced 

 

（３） 片系障害を発生させた場合、syslog にメッセージが出力されます。 

以下のメッセージが出力されることを確認してください。 

 
srgd[xxxxx]: PATH status change fail. [datastore = iSt1 : runtime = vmhba3:C0:T0:L0]. 
srgd[xxxxx]: PATH status change fail. [datastore = iSt1 : runtime = vmhba3:C0:T1:L0]. 

 

（４） 続いて、もう片方の FC ケーブルを抜線して両系障害を発生させます。 
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（５） 約 60 秒後に障害を検出し、VG のステータスが downになることを確認してください。 

 

# /opt/HA/SrG/bin/srgadmin 
(monitor status = TRUE) 
=================================================================== 
type : device              : HostBusAdapter      : L status : P status :Online status 
     : datastore           : path                 : L status : P status :Online status 
=====:===============:==================:========:========:=========== 
VG   : vg02              : ---                  : down  
  PV : /dev/sdb            : pci-0000:00:10.0     : up       : down    : extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up       : down    : extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up       : down    : extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : down    : down    : reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : down    : down    : reduced 
  PV : /dev/sdc            : pci-0000:00:10.0     : up       : down    : extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T0:L0    : up       : down    : extended 
     : iSt1                : vmhba2:C0:T1:L0    : up       : down    : extended 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T0:L0    : down    : down    : reduced 
     : iSt1                : vmhba3:C0:T1:L0    : down    : down    : reduced 

 

 

（６） 両系障害を発生させた場合、syslog にメッセージが出力されます。 

 
srgd[xxxxx]: VG status change down .(vg=VG02) 
srgstat[xxxxx]: found VG status is down 

 

両系のディスクのステータスが down になったため、VG 状態も down となります。 

 

（７） FC ケーブルの抜線を行ったサーバが shutdown することを確認してください。 

 

※ 本書のCLUSTERPROの設定ではサーバが shutdownするため、(５) (６) は確認できない場合が 

あります。
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2. 待機系サーバへのフェイルオーバ確認 

 

（１） 手順1.で抜線した FC ケーブルを接続後、shutdown したサーバを起動させてください。 

 

（２） syslog 以下のようなメッセージが出力されていることを確認してください。 

 

clusterpro: [I] <type: rm><event: 16> Stopping the system has been required because an error was 
detected in monitoring srgstat_mon. 
clusterpro: [I] <type: pm><event: 30> Received a request to stop the system from internal(rc). 

 

（３） CLUSTERPRO WebManager の「リロード」をクリックし、以下の項目を確認してください。 

 

・srgstat 監視用のカスタムモニタリソース「srgstat_mon」のステータスが現用系、待機系 

にて「正常」である事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、動作確認は終了となります。 
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